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対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。この

表は、このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものでは

ありません。

表 1：Cisco UCS Managerリリース 3.1(3) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

ストレージサーバ機能および

コンポーネントの概要, （183
ページ）

シャーシに単一サーバとデュア

ル SIOCが装着されている場
合、この機能を使用して、プラ

イマリ SIOCおよび補助 SIOC
の両方を経由するデータパス

を設定できます。

Server SIOC Connectivity機能

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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参照先説明機能

ストレージサーバ機能および

コンポーネントの概要, （183
ページ）

Cisco UCS Managerリリース
3.1(3)から、Cisco UCS
C3260/C3X60は Cisco UCS
S3260に名称変更されました。
システムの一部のコンポーネン

トが引き続き C3260/C3X60と
して表示されることがありま

す。このリリースでは、用語

S3260およびC3260/C3X60は同
義で使用されます。S3260と
C3260/C3X60のいずれも同じ
ハードウェアコンポーネント

を指します。

Cisco UCS C3260/C3X60の再ブ
ランディング。

自己暗号化ドライブのセキュリ

ティポリシー, （99ページ）
自己暗号化ドライブ（SED）に
は、リアルタイムで着信データ

を暗号化し、送信データを復号

化する特殊なハードウェアが搭

載されています。メディア暗号

化キーがこの暗号化と復号化を

制御します。SEDは、セキュリ
ティキー識別子とセキュリティ

キーを指定することによって

ロックする必要があります。セ

キュリティキーは、メディア

暗号化キーの暗号化に使用され

ます。セキュリティキーはロー

カルで設定するか、または

KMIPサーバを使用してリモー
トから設定できます。このリ

リースでは、CiscoUCSManager
はCisco UCS Cシリーズおよび
Sシリーズのサーバで SEDを
サポートしています。

自己暗号化ドライブのセキュリ

ティポリシーおよび KMIPサ
ポート
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表 2：Cisco UCS Managerリリース 3.1(2) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

ディスクゾーン分割ポリシー

の作成, （194ページ）
単一（オプションの HDDまた
は IOエキスパンダトレイを搭
載）の Cisco UCS C3260スト
レージサーバまたはデュアル

サーバの導入のサポート。ダイ

ナミックストレージ設定は、

サーバノードにドライブの所

有権を割り当てることによって

実現されます。

Cisco UCS C3260システムとの
Cisco UCS Managerの統合。

ファイバチャネルゾーン分割

の設定, （39ページ）
ユーザ定義の FCゾーンと FC
ゾーンプロファイルの作成と

削除のサポート。

ユーザ定義の FCゾーン

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
3

新機能および変更された機能に関する情報

このリリースの新規情報および変更情報



   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
4

新機能および変更された機能に関する情報

このリリースの新規情報および変更情報



第 2 章

概要

• 概要, 5 ページ

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル, 6 ページ

• ストレージオプション, 7 ページ

• ストレージ設計の考慮事項, 8 ページ

• ストレージ設定の順序, 9 ページ

• ストレージプロトコル, 9 ページ

• UCS Managerの [SAN]タブ, 10 ページ

概要
このガイドでは、次のようなストレージ管理タスクを設定する方法について説明します。

•ポートおよびポートチャネル

•ネームド VSAN

• SANピングループ

• SANアップリンク

• Pools

• FC IDの割り当て

•ストレージ関連ポリシー

•ストレージプロファイル

• FlexFlash SDカードのサポート

•ダイレクトアタッチドストレージ

•ストレージインベントリ

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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Cisco UCS Manager ユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しいマ
ニュアルが用意されています。

説明ガイド

CiscoUCSアーキテクチャのほか、CiscoUCS
Managerの初期設定や構成のベストプラク
ティスなど、稼働前に必要な操作について説

明しています。

『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明して

います。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

Cisco UCS Managerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イン

フラストラクチャのコンポーネントについて

説明します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide』

ファームウェアのダウンロードと管理、自動

インストールによるアップグレード、サー

ビスプロファイルによるアップグレード、

ファームウェアの自動同期によるエンドポイ

ントでの直接アップグレード、機能カタログ

の管理、展開シナリオ、およびトラブル

シューティングについて説明しています。

『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』

新しいライセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCSドメインの登録、電力制限、サー
バのブート、サーバプロファイルおよびサー

バ関連ポリシーについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説明

しています。

『Cisco UCS Manager Storage Management Guide』

Cisco UCS Managerの LANや VLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につい

て説明しています。

『Cisco UCS Manager Network Management Guide』
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説明ガイド

Cisco UCS Managerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

ストレージオプション
UCS Managerのストレージオプションとそれぞれのオプションの利点について説明します。

図 1：Cisco UCS Manager のストレージオプション

•ダイレクトアタッチドストレージ（DAS）：これはサーバ内で使用可能なストレージであ
り、並行 SCSI実装内のマザーボード経由でシステムに直接接続されます。DASは一般に、
キャプティブストレージと呼ばれています。キャプティブストレージトポロジ内のデバイ

スは、ストレージネットワークへのダイレクトアクセスが提供されておらず、ストレージ

の効率的な共有をサポートしていません。DASのデータにアクセスするには、フロントエン
ドネットワークを経由する必要があります。DASデバイスは、他のサーバに対するモビリ
ティがほとんどなく、拡張性も高くはありません。

DASデバイスではファイル共有に制限があり、実装と管理が複雑になることがあります。た
とえば、DASデバイスでデータのバックアップをサポートするには、ホスト上のリソース
と、他のシステムが使用できないスペアディスクシステムが必要です。このストレージの

コストとパフォーマンスは、サーバ内のディスクとRAIDコントローラカードによって決ま
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ります。DASは安価で簡単に設定できますが、ハイエンドストレージが備える拡張性、パ
フォーマンス、および高度な機能はありません。

•ネットワークアタッチドストレージ（NAS）：このストレージは通常、ファイルシステム
へのアクセスを提供するアプライアンスです。このストレージは、サーバで利用できるネッ

トワークファイルシステム（NFS）や Common Internet File System（CIFS）共有と同じくら
いシンプルです。標準的な NASデバイスは、コスト効率が高く、パフォーマンスはそれほ
ど高くありませんが、容量は非常に大きく、信頼性を確保するための冗長性を備えていま

す。NASは通常、手頃な価格で簡単に設定することができ、一部の高度な機能も備えていま
すが、SANが備える拡張性、パフォーマンス、および高度な機能はありません。

•ストレージエリアネットワーク（SAN）：SANは、サーバとストレージデバイスを接続す
ることに特化した高速ネットワークです。SANでは、スイッチやディレクタなどの相互接続
要素を使用したネットワーク全体のエニーツーエニー接続が可能になります。従来型のサー

バとストレージの間の専用接続を排除し、サーバが事実上、ストレージデバイスを所有して

管理するという概念もなくなります。また、サーバがアクセスできるデータ量の制約も解消

されます。現在は、個々のサーバに接続されたストレージデバイスの数によってデータ量が

制限されています。SANを使用すると柔軟なネットワーク構築が可能となり、1台のサーバ
または複数の異種サーバ間で共通のストレージユーティリティを共有できるようになりま

す。ネットワークには、ディスク、テープ、光学式ストレージといった多数のストレージデ

バイスを接続できます。さらに、ストレージユーティリティは、使用するサーバから離れた

場所に配置することができます。このタイプのストレージは、最高レベルの信頼性、拡張

性、パフォーマンスを提供します。SANのコストは、その他のストレージオプションと比
較して非常に高くなります。

SANは、最も復元力が高く、スケーラブルでパフォーマンスの高いストレージですが、最も
高価であり、管理も複雑です。

ストレージ設計の考慮事項
UCSストレージの物理接続における設計上の考慮事項は、LANの物理接続と比較するとわずかに
異なります。SAN接続に関する設計上の考慮事項を次に示します。

•ノースバウンドストレージの物理接続では、LAN接続などの仮想ポートチャネル（vPC）
がサポートされません。

•ポートチャネルまたはトランキングを利用して、複数のストレージアップリンクポートを
結合して物理リンクの冗長性を確保することができます。

•ストレージリソースの冗長性はストレージ自体で管理され、その方法はベンダーによって異
なります。

• NexusまたはMDSファブリックスイッチのようなノースバウンドのシスコストレージデバ
イスを介してストレージに接続します。

•ストレージを UCSファブリックインターコネクトに直接接続することができます。この方
法は、ファブリックインターコネクトの物理ポートを消費し、処理要件が増大するため、小

規模な実装に推奨されます。
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•ストレージリソースへのアクセスを提供するには、VSANやゾーン分割などのソフトウェア
設定が必要です。

ストレージ設定の順序
ストレージネットワークを設定するには、次の推奨される順序に従ってください。

1 サーバポート、アップリンクポート、および FCポートを設定して有効化します。

2 管理 IPアドレスプールを作成します（通常は、UCSManagerの管理者 IPアドレスと同じサブ
ネット上に作成します）。

3 UUIDプール、MACプール、WWNNプール、WWPNプールを作成します（または対応する
「デフォルト」プールを入力します）。ドメイン IDを埋め込みます。MACおよびWWPNに
はファブリック固有のプールを使用します（たとえば、Fabric-A、Fabric-B）。

4 SANブート用に、各ストレージアレイのブートターゲットに一意の「ブートポリシー」を作
成します。

5 VNICテンプレート（たとえば、eth0-A、eth1-B）を作成します。これらはいずれも上記のMAC
プールから取得され、それぞれ Fabric-Aと Fabric-Bに関連付けられます。

6 VHBAテンプレート（たとえば、fc0-A、fc1-B）を作成します。これらはいずれも上記のWWPN
プールから取得され、それぞれ Fabric-Aと Fabric-Bに関連付けられます。

7 必要に応じて、先に確立されたすべてのプール、ポリシー、およびテンプレートから取得され

るサービスプロファイルテンプレートを作成します。

8 テンプレートからサービスプロファイルをインスタンス化してサービスプロファイルを特定

のブレードに関連付けるか、またはサービスプロファイルテンプレートを特定のサーバプー

ルに関連付けるように設定します。

ストレージプロトコル
ファイバチャネル、iSCSI、および Fibre Channel over Ethernetは SAN接続用のプロトコルです。

• iSCSI：プリンタ、スキャナ、テープドライブ、およびストレージデバイスといったさまざ
まな I/O周辺機器を接続するための業界標準のプロトコルです。最も一般的なSCSIデバイス
は、ディスクとテープライブラリです。

SCSIは rawハードディスクストレージをサーバに接続するための主要なプロトコルです。
SCSIプロトコルを使用してリモートストレージを制御するには、コマンドをカプセル化す
るラッパーとして、FCや iSCSIなどのさまざまなテクノロジーが使用されます。

ファイバチャネルプロトコルは、SCSIトラフィックをカプセル化してコンピュータとスト
レージの間の接続を確立するためのインフラストラクチャを提供します。FCは、2、4、8、
および 16 Gbpsの速度で動作します。

•ファイバチャネル（FC）は次の要素で構成されています。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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◦ rawストレージ容量を提供するハードディスクアレイ。

◦ハードディスクを管理し、サーバに対してストレージ LUNおよびマスキングを提供す
るストレージプロセッサ。

◦ストレージプロセッサとサーバHBAの間を接続するファイバチャネルスイッチ（ファ
ブリックとも呼ばれます）。

◦ファイバチャネルホストバスアダプタ：これらはコンピュータにインストールされ、
SANへの接続を確立します。

ファイバチャネルは、ワールドワイド番号（WWN）でインフラストラクチャコンポーネン
トを識別します。WWNは、FCデバイスを一意に識別する 64ビットのアドレスです。MAC
アドレスと同様に、ベンダーに割り当てられたビットが含まれており、それによってベン

ダーのデバイスを識別します。各エンドデバイス（HBAポートなど）にはワールドワイド
ポート番号（WWPN）が与えられ、各接続デバイス（ファブリックスイッチなど）にはワー
ルドワイドノード番号（WWNN）が与えられます。

SANへの接続に使用されるファイバチャネル HBAはイニシエータと呼ばれ、LUNとして
ディスクを提供するファイバチャネル SANはターゲットと呼ばれます。ファイバチャネル
プロトコルは、イーサネットや TCP/IPプロトコルとは異なります。

• Fiber Channel over Ethernet（FCoE）転送は、ファイバチャネル配線を 10ギガビットイー
サネットケーブルで置き換えるもので、ユニファイド I/Oでのロスレス配信を実現します。
イーサネットは、ネットワークで広く使用されています。イーサネットにデータセンター

イーサネット（DCE）やプライオリティフロー制御（PFC）などの拡張を加えて、データセ
ンター向けに信頼性を高めることで、ファイバチャネルもイーサネット上に実装されるよう

になります。この実装を FCoEと呼びます。

UCS Manager の [SAN] タブ
UCS管理者は、[SAN]タブから SAN（FC、iSCSI）やダイレクトアタッチド FC/FCoE、NASアプ
ライアンス、および通信に関連する設定要素を作成、変更、および削除できます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [SAN Cloud]：このノードでは次の操作を実行できます。

• SANアップリンク（ストレージポート、ポートチャネル、SANピングループなど）を
設定します。

• FC IDの割り当てを表示します。

• WWNプール（WWPN、WWxN、およびWWxNなど）、iSCSI修飾名（IQN）、プール
を設定します。

•特定のエンドポイントの FSM詳細を表示してタスクが成功または失敗したかどうかを
確認し、FSMを使用してエラーのトラブルシューティングを行います。

•ストレージのイベントやエラーをモニタして状態を管理します。
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• [Storage Cloud]：このノードでは次の操作を実行できます。

◦ストレージ FCリンクとストレージ FCoEインターフェイスを設定します（SANスト
レージマネージャを使用）。

◦ VSANの設定を行います。

◦ SANクラウドのイベントをモニタして状態を管理します。

• [Policies]：このノードでは次の操作を実行できます。

◦しきい値のポリシー、クラス、およびプロパティを設定し、イベントをモニタします。

◦しきい値の組織およびサブ組織のストレージポリシー（デフォルト VHBA、動作、FC
アダプタ、LACP、SAN接続、SANコネクタ、および VHBAテンプレートなど）を設
定します。

• [Pools]：このノードでは、システムで定義されたプール（IQN、IQNサフィックス、WWNN、
WWPN、およびWWxNなど）を設定できます。

• [TrafficMonitoringSessions]：このノードでは、システムで定義されたポートトラフィックモ
ニタリングセッションを設定できます。
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第 3 章

SAN ポートおよびポートチャネル

• ポートモード, 13 ページ

• ポートタイプ, 14 ページ

• サーバポート, 15 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートの再設定, 16 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディセーブル化, 16 ページ

• ファブリックインターコネクトのポート設定解除, 17 ページ

• アプライアンスポート, 17 ページ

• FCoEおよびファイバチャネルストレージポート, 20 ページ

• FCリンクの再調整, 21 ページ

• FCアップリンクポートの設定, 22 ページ

• FCoEアップリンクポート, 22 ページ

• ユニファイドストレージポート, 24 ページ

• ユニファイドアップリンクポート, 26 ページ

• ポリシーベースのポートエラー処理, 28 ページ

• ファイバチャネルポートチャネル, 29 ページ

• FCoEポートチャネル数, 33 ページ

• ユニファイドアップリンクポートチャネル, 34 ページ

ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS Manager
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で設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを検出しませ

ん。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除され
ます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ
ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネット

アップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合

ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネル

ポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

サーバポート

サーバポートの設定

リストされているすべてのポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モジュー

ルの両方で設定可能です。

このタスクでは、ポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]
の順に展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2 上記のステップ 5および 6を実行します。

3 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化

またはディセーブル化
ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未設

定の場合は、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに
接続するためだけに使用されます。
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新しいアプライアンス VLANを作成すると、IEEE VLAN IDは LANクラウドに追加されませ
ん。したがって、新しい VLANに設定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーによ
り、デフォルトで停止したままなります。これらのアプライアンスポートを起動するには、

同じ IEEE VLAN IDを使用して LANクラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポート
をサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。[General]タブからア
プライアンスポートを設定することもできます。

アップリンクポートがダウンしているときにアプライアンスを設定すると、CiscoUCSManager
はアプライアンスポートに障害が発生していることを通知するエラーメッセージを表示する

場合があります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink
Fail]オプションで制御されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定す
る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用するモー
ドを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブルが表示され、使用する VLANを選択
することができます。
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• [Access]：Cisco UCSManager GUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、こ
のポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できます。

アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、

LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要がありま
す。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブ

リックインターコネクトのストレージコントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリファブリックインターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンクポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入力し
ます。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、ドロップダウンリストからVLANを選択
します。

ステップ 11 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
し、名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。
ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスのス
クロールバーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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FCoE およびファイバチャネルストレージポート

イーサネットポートの FCoE ストレージポートとしての設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。そのポートの [General]
タブから FCストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンクFCポートとして動作するFCストレージポートを復元する方法を
1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定することも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

FC リンクの再調整
FCアップリンクは、FCポートチャネルが使用されると自動的に調整されます。FCポートチャ
ネルを作成するには、ファイバチャネルポートチャネルの作成, （30ページ）を参照してくだ
さい。

ポートチャネルのメンバーでない FCアップリンク（個別の ISL）では、ロードバランシングは
FCアップリンクのバランシングアルゴリズムに基づいて行われます。FCアップリンクのトラン
キングが無効の際に、ホストまたはサービスプロファイルの vHBAが使用可能な FCアップリン
クを選択するには、アップリンクと vHBAが同一の VSANに属している必要があります。
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アルゴリズムは、vHBAごとに、次の順序で FCアップリンクを探します。

1 現在アップリンクにバインドされている vHBAの数に基づき、使用が最も少ない FCアップリ
ンク。

2 FCアップリンクが均等にバランシングされている場合は、ラウンドロビンを使用します。

このプロセスを他のすべての vHBAについても行います。アルゴリズムは、pre-FIP、FIPアダプ
タと FLOGI数などのその他のパラメータも考慮します。6 FLOGIに満たない場合、使用が最も少
ないコンポーネントは表示されないことがあります。

ポート設定や他のアップリンクの状態の変更後、FCアップリンクを通過するトラフィックのバラ
ンスが崩れた場合、各アダプタの vHBAをリセットし、ロードバランシングアルゴリズムに FC
アップリンクの現在の状態を評価させることでトラフィックを再度バランシングできます。

FC アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FCアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。FCアップリンク
ポートは、ポートの右クリックメニューから設定することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノードで、任意のストレージポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Actions]領域で、[Configure as Uplink Port]がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port]が
アクティブになります。

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。
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FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラフィッ

クとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィック
を伝送するユニファイドアップリンクポートとして。

FCoE アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoEアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を1つだけ説明します。アップリンクイー
サネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定することもでき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。
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ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレージ
インターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュールまた

は拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポートまた

は FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、
ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLANが
指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネイティ
ブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネイティブ
VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイドストレージ
ポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
トとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている場合でも同
様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを設
定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできます。未

設定ポートから開始する場合、アプライアンスの設定または FCoEストレージの設定をポートに
割り当てた後に、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別の設定を追加

します。

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードであることを確認し

ます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下の、すでにアプライアンスポートとして設定されているポートを選択し
ます。

[Work]ペインの [General]タブの [Properties]領域で、[Role]が [Appliance Storage]として表示され
ます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 6 ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表示が

[Unified Storage]に変わります。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、いずれか一方を設定

解除し、もう一方をポートに保持することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• [Unconfigure FCoE Storage Port]

• [Unconfigure Appliance Port]

• [Unconfigure both]
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ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサネットイ
ンターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクポートまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドアップリンクポートを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。
ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ステップ 11 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoEポー
ト設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに保持す

ることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Unconfigure FCoE Uplink Port]

• [Unconfigure Uplink Port]

• [Unconfigure both]
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ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties]領域の [Role]が変更されます。
ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Managerがアクティブなネットワークインターフェイス（NI）ポートでエラーを検出
し、エラーディセーブル機能が実装されている場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生した NI
ポートに接続されているそれぞれのファブリックインターコネクトポートを自動的にディセーブ

ルにします。ファブリックインターコネクトポートがエラーディセーブルになっているときは

事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•ファブリックインターコネクトポートが error-disabledになっているポート、および接続さ
れている NIポートでエラーが発生したことを通知します。

•このポートは同じ Chassis/FEXに接続されている他のポートの障害になる可能性がなくなり
ます。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的に重大
なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能は、この

状況を回避するのに役立ちます。
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エラーベースアクションの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] > [etherNiErrStats]
の順に展開します。

ステップ 3 デルタプロパティを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトポートでエラーディセーブル状態を実装するには、[Disable FI
port when fault is raised]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery]フィールドで、[Enable]を選択し
ます。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time(inminutes)]
フィールドに必要な値を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルによって、複数の物理ファイバチャネルポートをグループ化

して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性を提
供することができます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、そのポー
トチャネルにファイバチャネルポートを追加します。

ファイバチャネルポートのチャネルは、シスコ以外のテクノロジーとの互換性がありません。（注）

各Cisco UCSドメインには、Cisco UCS 6200シリーズと 6300シリーズのファブリックインターコ
ネクトを使用して、最大 4つのファイバチャネルポートのチャネルを作成できます。各ファイバ
チャネルポートチャネルには、最大 16のアップリンクファイバチャネルポートを含めること
ができます。

各 Cisco UCSドメインには、Cisco UCS 6324シリーズのファブリックインターコネクトを使用し
て、最大 2つのファイバチャネルポートのチャネルを作成できます。各ファイバチャネルポー
トチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含めることができます。

アップストリーム NPIVスイッチ上のファイバチャネルポートチャネルのチャネルモードがア
クティブに設定されていることを確認してください。メンバーポートとピアポートに同じチャネ

ルモードが設定されていない場合、ポートチャネルはアップ状態になりません。チャネルモー

ドがアクティブに設定されている場合、ピアポートのチャネルグループモードに関係なく、メ
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ンバーポートはピアポートとのポートチャネルプロトコルネゴシエーションを開始します。

チャネルグループで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサポートしてい

ない場合、またはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルトでオンモードの

動作に設定されます。アクティブポートチャネルモードでは、各端でポートチャネルメンバー

ポートを明示的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動リカバリが可能です。

この例は、チャネルモードをアクティブに設定する方法を示しています。

switch(config)# int po114
switch(config-if)# channel mode active

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。
ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、ポートチャネルの管理速度を指定し、ポートチャネルにポートを追加しま
す。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Port Channel]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。
ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネ

ルポートチャネルの管理速度が autoに設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的
に調整します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 変更するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに対して指定されたユーザ定義

名。この名前には、1～16文字の英数字を使用
できます。

[Name]フィールド

ポートチャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN]ドロップダウンリスト

ポートチャネルの管理スピード。ここに表示さ

れる値は次のとおりです。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• auto

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FCoE ポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポート
チャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルはFCoEトラフィックをイーサ
ネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される FCoEポー
トチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルです。このイー

サネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネット
ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ
クがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送信されま
す。

FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。
ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、

[Next]をクリックします。
ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと VFCが
作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと FCoEトラ
フィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイーサネットポー
トチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用され

ます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポート
セットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、Cisco UCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポートチャ
ネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポートが追

加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい
る場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場合は、VFC
のみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルであれば、FCoE
アップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポートチャネルで正常に動

作することができます。
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第 4 章

ファイバチャネルのゾーン分割

• ファイバチャネルゾーン分割に関する情報, 35 ページ

• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート, 36 ページ

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割に関するガイドラインおよび推奨
事項, 39 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割の設定, 39 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成, 41 ページ

• 新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成, 43 ページ

• ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除, 46 ページ

• ファイバチャネルユーザゾーンの削除, 47 ページ

• ファイバチャネルストレージ接続ポリシー, 47 ページ

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーンに
区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシエータ
とファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレー

ジデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減
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ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、ファ
イバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーンセット

には次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティティ
としてアクティブまたは非アクティブにできます。

•ゾーンセットへの変更は、ゾーンセットがアクティブになるまで適用されません。アクティ
ブなゾーンセットに変更を加える場合は、変更を適用するためにそのゾーンセットを再ア

クティブ化する必要があります。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割とCisco UCSManagerベー
スのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco
UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー
ジとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカルゾーン
分割を使用して Cisco UCS Managerで実行されます。既存のファイバチャネルまたは FCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、Cisco UCSは、UCSローカ
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ルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリンク接続
をサポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージはファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000スイッ
チを介して Cisco UCSドメインの外部から実行されます。この設定では、Cisco UCSドメイ
ンでのローカルゾーン分割はサポートされません。

ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS Managerは、このタイプのゾーン分割
で設定されたすべての VSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメインのファイ
バチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカルゾーン分割、

または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたはFCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、CiscoUCSManagerベースのゾー
ン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

•単一のイニシエータと単一のターゲット：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポー
トの組み合わせごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれ
ます。ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾー

ン分割を設定することをお勧めします。

•単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾーンを
自動作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想

される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBA イニシエータグループ
vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイバ
チャネルゾーン分割設定を決定します。Cisco UCS Managerにはデフォルトの vHBAイニシエー
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タグループが含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファイルで vHBA
イニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。

•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレージ
アレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Managerベースのファイバチャネル
ゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージポートが

含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続している必

要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのターゲッ

トストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージポート
を使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネル
ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各 VSANでは、Cisco UCS Managerは自動的に
1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が許可さ
れたイニシエータとターゲットのセットを指定します。CiscoUCSManagerは自動的にそのゾーン
セットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイバ
チャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット間の

必要な接続を決定します。CiscoUCSManagerは、次の情報を使用し、イニシエータとターゲット
間のペアワイズゾーンメンバーシップを構築します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。
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スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチからゾー
ン分割設定を継承します。CiscoUCSManagerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設定したり
表示したりできません。VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するには、CiscoUCS
Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考慮し

てください。

ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなければ
ならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックインター
コネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモードでは

ファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVSANセットを設定することを推奨
します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了する
必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外付けファ

ステッ

プ 1   
イバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離し
てください。
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目的コマンドまたはアクション

この機能は現在、Cisco UCS
ManagerGUIでは使用できません。

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバチャネルス
イッチによって管理されたゾーンが含まれる場合は、

ステッ

プ 2   
このステップは、Cisco UCSこれらのゾーンを削除するために、影響を受けたす

Manager CLIで実行する必要があ
ります。

べての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allclear-unmanaged-fc-zone-all
コマンドを実行します。

エンドホストモードではファイバ

チャネルゾーン分割を設定できま

ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステッ

プ 3   
せん。ファイバチャネルスイッチ

ングモードの設定,（165ページ）
を参照してください。

イーサネットポートの FCoEスト
レージポートとしての設定, （20

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要

なファイバチャネルと FCoEストレージポートを設
定します。

ステッ

プ 4   
ページ）およびファイバチャネル

ストレージポートの設定, （20
ページ）を参照してください。

クラスタ設定では、SAN Uplinks
Managerのファイバチャネルゾー

1つ以上の VSANを作成し、ファイバチャネルゾー
ンのトラフィック転送に必要なすべての VSANで、
ファイバチャネルのゾーン分割を有効にします。

ステッ

プ 5   
ンに組み込んで、共通/ブローバル
設定を使用して両方のファブリッ

クインターコネクトにアクセスで

きるようにVSANを作成すること
をお勧めします。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（41ページ）を参照してくださ
い。

必要に応じて、この手順を実行し

てサービスプロファイルにファイ

1つ以上のファイバチャネルストレージ接続ポリシー
を作成します。

ステッ

プ 6   
バチャネルゾーン分割を設定する

ことができます。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（41ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手

順を完了します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信する必要がある

サーバに対してサービスプロファイルまたはサービ

ステッ

プ 7   
スプロファイルテンプレートにゾーン分割を設定し

ます。
• vHBAに割り当てられた
VSAN（複数の場合あり）の
ゾーン分割を有効にします。

参照先ファイバチャネル
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目的コマンドまたはアクション

ゾーン分割用の VSANの作
成, （41ページ）

• 1つ以上の vHBAイニシエー
タグループを設定します。

[Expert]ウィザードを使用し
たサービスプロファイルの作

成,（174ページ）を参照して
ください。

ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VSANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

CiscoUCSManagerがCiscoUCSドメインに対してファイバチャ
ネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプショ

ンボタンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネ
ルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネルゾー

ン分割は、Cisco UCSドメインに対して実行されません。
Cisco UCSManagerはファイバチャネルゾーン分割を設定
しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Managerは Cisco UCSドメインに対
してファイバチャネルゾーン分割を設定し、制御します。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにする場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用されているVSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン
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説明名前

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079
は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使
用する場合は、3840～ 4079も予約済みのVSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS
Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されま
す。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定す
る必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEスト
レージポートのネイティブVLANは、デフォルトでVLAN
4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグ
レード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合
は、使用または予約されていない VLAN IDに変更する必
要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更する
ことを検討します（その VLAN IDが使用されていない場
合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォル
ト VSAN用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージポートネイティブVLAN
は VLAN 4049を使用します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの
FIP対応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE VLAN
IDのネイティブ VLANではないネームド VLANを使ってネー
ムドVSANを設定する必要があります。この設定により、FCoE
トラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるようにな

ります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成
新しいファイバチャネルゾーンプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。
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はじめる前に

VSANがファイバチャネルゾーン分割用に作成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]を右クリックして、[Create FC Zone Profile]を選択します。
ステップ 4 [Create FC Zone Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

プロファイルの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

このフィールドは任意です。ゾーンプロファイ

ルについての簡単な説明を入力します。

[Description]フィールド

ゾーンプロファイルの必要な状態を選択しま

す。

[FC Zoning]オプションボタン

FCユーザゾーンを作成するには、テーブルの
右側にある [+]アイコンをクリックします。
[Create FC User Zone]ウィンドウが表示されま
す。FCユーザゾーンを作成するための詳細に
ついて次の手順を続行します。

[+]アイコンが無効の場合、テーブル
のエントリをクリックして、有効に

します。

（注）

[FC User Zones]

ステップ 5 [Create FC User Zone]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

FCゾーンの名前です。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設
定方法を決定します。次のオプションから選択

できます。

• [Path A]：ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

• [Path B]：ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

[Path]オプションボタン

VSANを選択するには、次のいずれかを実行しま
す。

（注）

• Select VSAN

• VSANの作成

• [Create Storage VSAN]

ネットワークにすでに存在するVSANに割り当
てられる固有識別子です。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設
定できます。4079は予約済み VSAN IDです。
エンドホストモードでは、ファイバチャネル

ゾーン分割を設定できません。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

新しいウィンドウに新しいVSANを作成するに
は、[+]アイコンをクリックします。これによ
り、ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN
の作成, （41ページ）で同じタスクを実行す
ることができます。VSANを作成したら、ここ
に戻り、チャネルゾーンプロファイルの作成

を続行できます。

[Create VSAN]リンク
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説明フィールド

新しいウィンドウに新しいストレージVSANを
作成するには、[+]アイコンをクリックします。
これにより、ファイバチャネルゾーン分割用

の VSANの作成, （41ページ）で同じタスク
を実行することができます。VSANを作成した
ら、ここに戻り、チャネルゾーンプロファイ

ルの作成を続行できます。

[Create Storage VSAN]リンク

ワールドワイドポート名（WWPN）を作成す
るには、テーブルの右側にある [+]アイコンを
クリックします。[Create FC Zone Member]ウィ
ンドウが表示されます。

このゾーンのWWPNを入力します。

[Member WWPNs]

ステップ 6 [Create FC Zone Member]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Create FC User Zone]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Create FC Zone Profile]ウィンドウの [OK]をクリックします。
新しく作成されたファイバチャネルゾーンプロファイルは、[FC Zone Profiles]の下に表示されま
す。

ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除
ファイバチャネルゾーンプロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、削除するゾーンプロファイルの名前を右クリックします。
ステップ 5 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

ゾーンプロファイルは、システムから削除されます。
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ファイバチャネルユーザゾーンの削除
ファイバチャネルユーザゾーンを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、ゾーンプロファイルを選択します。
ステップ 5 FCユーザゾーンに移動します。
ステップ 6 削除するユーザゾーンの名前を右クリックします。

ステップ 7 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。
ユーザゾーンがシステムから削除されます。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 5 章

ネームド VSAN

• ネームド VSAN, 49 ページ

• ネームド VSANのファイバチャネルアップリンクトランキング, 50 ページ

• VSANに関するガイドラインおよび推奨事項, 50 ページ

• ネームド VSANの作成, 52 ページ

• ストレージ VSANの作成, 53 ページ

• ネームド VSANの削除, 53 ページ

• ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDの変更, 54 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネーブル化, 55 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化, 56 ページ

ネームド VSAN
ネームド VSANは、所定の外部 SANへの接続を作成します。VSANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 SANへのトラフィックを切り離します。1つのネームドVSANのトラ
フィックは、別のネームド VSANにトラフィックが存在していることを認識しますが、そのトラ
フィックの読み取りまたはアクセスはできません。

ネームドVLANと同様、VSAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これによ
り、ネームドVSANを使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグロー
バルにアップデートすることができます。外部SANとの通信を維持するために、サーバを個別に
再設定する必要はありません。同じ VSAN IDを使用して、複数のネームド VSANを作成できま
す。

クラスタ構成内のネームド VSAN

クラスタ構成では、1つのファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンクポー
ト、または両方のファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンクポートにア

クセスできるように、ネームド VSANを設定できます。
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ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

それぞれのネームド VSANに FCoE VLAN IDを設定する必要があります。このプロパティによっ
て、VSANとそのファイバチャネルパケットの送信に使用する VLANを指定します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの FIP対応統合型ネットワークアダプ
タの場合は、FCoEVLANIDのネイティブVLANではないネームドVLANを使ってネームドVSAN
を設定する必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこれらのアダプタを通
過できるようになります。

次の設定例では、ファブリック Aにマッピングされた vHBAと vNICを含むサービスプロファイ
ルが、FIP対応の統合型ネットワークアダプタに関連付けられます。

• vNICは VLAN 10を使用するように設定されています。

• VLAN 10は、vNICのネイティブ VLANとして指定されています。

• vHBAは VSAN 2を使用するように設定されています。

•したがって、VLAN10をFCoEVLANIDとしてVSAN2に設定することはできません。VSAN
2はファブリック Aに設定されている他の VLANにマッピングできます。

ネームド VSAN のファイバチャネルアップリンクトラン
キング

各ファブリックインターコネクトのネームド VSANにファイバチャネルアップリンクトランキ
ングを設定できます。ファブリックインターコネクトのトランキングをイネーブルにすると、そ

のファブリックインターコネクトのすべてのファイバチャネルアップリンクポートで、Cisco
UCSドメインのすべてのネームド VSANが許可されます。

VSAN に関するガイドラインおよび推奨事項
次のガイドラインと推奨事項は、ストレージVSANを含め、すべてのネームドVSANに適用され
ます。

VSAN 4079 は予約済み VSAN ID です。

VSANを 4079に設定しないでください。この VSANは予約されており、FCスイッチモードや
FCエンドホストモードでは使用できません。

ID 4079でネームドVSANを作成すると、Cisco UCSManagerはそのVSANをエラーと見なし、障
害を生成します。

FC スイッチモードのネームド VSAN 用に予約された VSAN 範囲

Cisco UCSドメイン FCスイッチモードを使用する予定の場合は、IDが 3040～ 4078の範囲にあ
る VSANを設定しないでください。
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ファブリックインターコネクトが FCスイッチモードで動作するように設定されている場合、そ
の範囲内の VSANは動作しません。Cisco UCS Managerはその VSANをエラーと見なし、障害を
生成します。

FC エンドホストモードのネームド VSAN 用に予約された VSAN 範囲

Cisco UCSドメイン FCエンドホストモードを使用する予定の場合は、IDが 3840～ 4079の範囲
にある VSANを設定しないでください。

Cisco UCSドメイン内に次の状況が存在する場合、その範囲内の VSANは動作しません。

•ファブリックインターコネクトが FCエンドホストモードで動作するように設定されてい
る。

• Cisco UCSドメインにファイバチャネルトランキングまたは SANポートチャネルが設定さ
れている。

これらの設定が存在する場合、Cisco UCS Managerは次の操作を実行します。

1 3840～ 4079の IDを持つすべての VSANを使用不能にします。

2 動作しない VSANに対して障害を生成します。

3 デフォルトの VSANにすべての非動作 VSANを転送します。

4 非動作 VSANに関連付けられたすべての vHBAをデフォルトの VSANに転送します。

ファイバチャネルトランキングを無効にして、既存の SANポートチャネルのいずれかを削除す
ると、Cisco UCS Managerは 3840～ 4078の範囲の VSANを動作状態に戻し、関連付けられてい
る vHBAをそれらの VSANに復元します。

FC スイッチモードのネームド VSAN ID の範囲に関する制約事項

Cisco UCSドメインで FCスイッチモードの使用を計画している場合は、3040～ 4078の範囲に
VSANを設定しないでください。

FCスイッチモードで動作するファブリックインターコネクトがアップストリームスイッチとし
てMDSに接続されている場合、Cisco UCS Managerで 3040～ 4078の範囲に設定され、ポート
VSANとして割り当てられた VSANは、MDSで作成できません。この設定では、ポート VSAN
の不一致が発生する可能性があります。

FCoE VLAN ID に関するガイドライン

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）
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VLAN4048はユーザが設定可能です。ただし、CiscoUCSManagerでは、VLAN4048が次のデフォ
ルト値に使用されます。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があり
ます。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトでVLAN 4048を使用します。デフォルト FCoEVSANが、アップグレード前
にVLAN1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていないVLAN ID
に変更する必要があります。たとえば、デフォルトを4049に変更することを検討します（そ
の VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

ネームド VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須情報を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージ VSANの場合は、[SAN
Cloud] > [VSANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VSANの場合は、[SAN Cloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード。
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ストレージ VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage
Cloud] > [VSANs]ノード

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なVSANの場合は、[StorageCloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード

ネームド VSANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVSANと同じVSAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VSANがすべて削除されるまで、この VSANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VSANのタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VSANを表示します。すべて（All）

両方のファブリックインターコネクトにアクセスできる VSANを
表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAだけにアクセスできるVSANを
表示します。

Switch A

ファブリックインターコネクト Bだけにアクセスできる VSANを
表示します。

スイッチ B

ステップ 5 テーブルで、削除する VSANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された VSANを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID の変更

ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDを変更すると、トラフィックが短時間中断しま
す。SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要がありま
す。VSAN内の FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用しているすべ
ての NICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断します。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

グローバルポリシーでデフォルトVSANまたは設定済みVSANのFCoEVLANを変更すると、
ストレージの切断や完全シャットダウンが発生する可能性があります。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs]を展開します。
ステップ 3 FCoE VLAN IDを変更する VSANを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [FCoE VLAN]フィールドで、目的の VLAN IDを入力します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネー

ブル化

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルエンドホストモードに設定されている場

合、ファイバチャネルアップリンクトランキングをイネーブルにすると、IDが 3840～ 4079
の範囲にあるすべての VSANが動作不能になります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 FCアップリンクトランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable FC Uplink Trunking]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセー

ブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ファイバチャネルアップリンクトランキングをディセーブルにするファブリックのノードをク

リックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable FC Uplink Trunking]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 6 章

SAN ピングループ

• SANピングループ, 57 ページ

SAN ピングループ
Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要
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SAN ピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。
ステップ 3 [SAN Pin Groups]を右クリックし、[Create SAN Pin Group]を選択します。
ステップ 4 ピングループの一意の名前および説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループは、vHBAテンプレートにインクルードします。

SAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups]を展開します。
ステップ 3 削除する SANピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 7 章

FC ID の割り当て

• ファイバチャネル ID, 59 ページ

ファイバチャネル ID
ファイバチャネルのノードおよびポートには、グローバルに一意なワールドワイド番号（WWN）
が必須です。Cisco UCSでは、WWNは IDプールとして作成されます。ファイバチャネルノード
（サーバ全体、ストレージアレイ）にはワールドワイドノード名（WWNN）が必須で、ファイ
バチャネルポートにはワールドワイドポート名（WWPN）が必須です。WWNNとWWPNはい
ずれも物理エンティティであるため、64ビットのアドレスが割り当てられています。

WWNNプールは、Cisco UCSドメインに対する 1つの大きなプールとして作成されます。Cisco
UCS Managerの [SAN]タブでは、デフォルトプールを使用できます。ただし、その UCSドメイ
ンではカスタムのWWNNプールを作成することを推奨します。

通信デバイスはノードです。サーバのホストバスアダプタはファイバチャネルノードを構成し

ます。サーバとホストでは、WWNNは各ホストバスアダプタ（HBA）で一意です。SANスイッ
チでは、WWNNはシャーシに共通です。ミッドレンジストレージでは、WWNNは各コントロー
ラユニットで共通です。エンタープライズストレージでは、WWNNはアレイ全体で一意です。

各サーバには、HBAの各ポートに一意のWWPNが割り当てられます。SANスイッチでは、WWPN
はシャーシの各ポートで使用できます。ストレージでは、各ポートに個別の番号が割り当てられ

ます。

Cisco UCSManagerの [FC Identity]タブには、Cisco UCSドメイン SANクラウドに含まれるデバイ
スの FC IDが、次のような情報と共に表示されます。

•選択されたデバイスのWWNNまたはWWPN識別子

•識別子が vHBAに割り当てられているかどうか

•識別子が割り当てられた vHBA
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第 8 章

WWN プール

• WWNプール, 61 ページ

• WWPNプール, 67 ページ

• WWxNプール, 73 ページ

WWN プール
ワールドワイド名（WWN）のプールは、Cisco UCSドメイン内のファイバチャネル vHBAで使
用されるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

• vHBAに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ
ステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWNN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられま
す。

WWPN プール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバの各vHBA上のポートには、そのプールからWWPN
が割り当てられます。

WWxN プール

WWxNプールは、WWノード名およびWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードご
とにWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プールサイズは、ports-per-node+ 1の
倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートを指定する場合、プールサイ
ズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63のポートを指定する場合、プールサイズ
は 64の倍数である必要があります。

WWNNまたはWWPNプールを選択するたびにWWxNプールを使用できます。WWxNプールを
割り当てるには、その前にWWxNプールを作成する必要があります。

• WWNNプールの場合、WWxNプールは [WWNN Assignment]ドロップダウンリストにオプ
ションとして表示されます。

• WWPNプールの場合は、[WWPN Assignment]ドロップダウンリストから [Derived]を選択し
ます。

WWNN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。
ステップ 5 [CreateWWNNPool]ウィザードの [DefineName andDescription]ダイアログボックスで、次のフィー

ルドに値を入力します。

説明名前

ワールドワイドノード名プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWNNプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

WWNN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWNブロックを追加するWWNNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。
ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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WWNN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWNN Pools] > [WWNN_Pool_Name]の順
に展開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWNN プールへの WWNN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWNNイニシエータを追加するWWNNプールを右クリックして、[Create WWNN Initiator]を選

択します。

ステップ 5 [Create WWNN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。
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説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWNNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

WWNNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWNN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するWWNNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プール

WWPN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を

入力します。

説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWPNプールは、vHBAテンプレートにインクルードします。

WWPN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWNブロックを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。
ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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WWPN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWPN Pools] > [WWPN_Pool_Name]の順
に展開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールへの WWPN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWPNイニシエータを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWPN Initiator]を選択

します。

ステップ 5 [Create WWPN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWPNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

WWPNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

ステップ 6 SANブートターゲットを追加する場合は、[Boot Target]領域を展開し、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot TargetWWPN]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するWWPNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWxN プール

WWxN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWxN Pools]を右クリックし、[Create WWxN Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を

入力します。

説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このプール内の各ノード名に割り当てることができるポートの

最大数。

オブジェクトの保存後は、この値を変更できません。

[Max Ports per Node]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWxNプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

WWxN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。
ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWxN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name]の順
に展開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWxN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するWWxNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 9 章

ストレージ関連ポリシー

• vHBAテンプレートについて, 77 ページ

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 81 ページ

• デフォルトの vHBA動作ポリシーについて, 90 ページ

• SAN接続ポリシー, 91 ページ

vHBA テンプレートについて

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上のvHBAによるSANへの接続方法を定義するポリシーです。これ
は、vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。
ステップ 5 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このテンプレートで作成された vHBAが関連付けられている
ファブリックインターコネクトの名前。

[Fabric ID]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテン
プレートから作成された vHBAはアップデートされませ
ん。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この
テンプレートから作成されたvHBAがアップデートされま
す。

[Template Type]フィールド
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説明名前

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048で
す。

[MaxData Field Size]フィールド

このテンプレートから作成されたvHBAによって、WWPNアド
レスを導出するために使用されるWWPNプール。

[WWPN Pool]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
Quality of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
SANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vHBAテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vHBA テンプレートへの vHBA のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることができ
ます。vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerによって、vHBAテ
ンプレートで定義された値を使って vHBAが設定されます。既存の vHBA設定が vHBAテンプ
レートと一致しない場合、CiscoUCSManagerによって vHBAが再設定されます。バインドされた
vHBAの設定は、関連付けられた vHBAテンプレートを使用してのみ変更できます。vHBAをイ
ンクルードしているサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバイ

ンドされている場合、vHBAを vHBAテンプレートにバインドできません。

再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。
ステップ 8 [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vHBA Template]ドロップダウンリストから、vHBAをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスの [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vHBAの
再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確
認します。

vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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vHBA テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを展開します。
ステップ 4 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシー

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコ
マンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理
ミニポートに 20、仮想ミニポートに 250を設定します。この設定により、アダプタのす
べての LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デ
フォルトの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン
3.1(2)以降でのみ使用できます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポ

リシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求しま

す。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Fibre Channel Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。
ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCSドメイン内のサービ
スプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで

のみ使用できます。

• [PendingGlobal]：このポリシーの制御は、CiscoUCSCentral
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは、CiscoUCSCentralで管理されま
す。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCSCentral
を使用して変更してください。

[Owner]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプタ
のパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues]フィールド
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説明名前

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプタ
のパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

システムで割り当てる SCSI IOキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。デフォルトは 1です。

現時点では、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタは 1つの SCSI I/Oキューのみをサ
ポートしています。

（注）

[SCSI I/O Queues]フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与え

る可能性があるため、デフォルト値を変更しないこと

を推奨します。

（注）

[Ring Size]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

テープデバイスによるシーケンスレベルエラーの修復に FCP
Sequence Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使用す
るかどうかを選択します。これにより、VICファームウェアの
Read Exchange Concise（REC）および Sequence Retransmission
Request（SRR）機能を有効または無効にできます。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：デフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1つ以上のテープドライブライブ
ラリに接続している場合は、このオプションを選択しま

す。

このパラメータは、Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードなどの VICアダプタを搭載したサー
バにのみ適用されます。

（注）

[FCPError Recovery]フィールド
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説明名前

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるよう

に指定するには、このフィールドに「infinite」と入力します。
ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバ
や、 Cisco UCSM71KR-E Emulex統合型ネットワーク
アダプタなどの統合型ネットワークアダプタを搭載

したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Flogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 4,000で
す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適

な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合型ネット
ワークアダプタを搭載したサーバにのみ適用されま

す。

ブート vHBAで Flogiタイムアウト値を 20秒以上に
設定すると、アダプタが最初の Flogiに対する承認を
受信しなかった場合に SANブート障害が発生する可
能性があります。ブート可能なvHBAの場合、推奨さ
れるタイムアウト値は 5秒以下です。

（注）

[Flogi Timeout]フィールド

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～255の整数を入力します。デフォルト値は8です。ストレー
ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

（注）

[Plogi Retries]フィールド
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説明名前

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 20,000で
す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適

な値を確認することをお勧めします。

SANからWindows OSをブートするために使用される HBAの
場合、このフィールドの推奨値は 4,000ミリ秒です。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

ブート vHBAで Plogiタイムアウト値を 20秒以上に
設定すると、アダプタが最初の Plogiに対する承認を
受信しなかった場合に SANブート障害が発生する可
能性があります。ブート可能なvHBAの場合、推奨さ
れるタイムアウト値は 5秒以下です。

（注）

[Plogi Timeout]フィールド

エラーが発生したと見なす前にシステムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Error Detect Timeout]フィール
ド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。このパラメータはホストマルチ

パスドライバにとって重要であり、エラー処理に使用される主

要指標の 1つとなります。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。
ESXを実行しているVICアダプタ搭載のサーバの場合、推奨値
は 10,000です。

SANからWindows OSをブートするために使用されるポートが
あるサーバの場合、このフィールドの推奨値は 5,000ミリ秒で
す。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

（注）

[Port Down Timeout]フィールド

保留中のコマンドを破棄して同じ IOを再送信するまでに FCア
ダプタが待機する秒数です。これは、ネットワークデバイス

が、指定された時間内の I/O要求に応答しないと発生します。

0～ 59の整数を入力します。デフォルトの IOリトライタイム
アウトは 5秒です。

IOリトライタイムアウト
（秒）
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説明名前

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの IO要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～255の整数を入力します。デフォルト値は8です。ストレー
ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IORetry]フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。
ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[LinkDownTimeout]フィールド

リソースを適切に割り当てることができないと見なす前にシス

テムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Resource Allocation Timeout]
フィールド

vHBA内で同時に保留可能なデータまたは制御 I/O操作の最大
数。この値を超えると、保留中の I/O操作の数が減り、追加の
操作が処理できるようになるまで、キューで I/O操作が待機し
ます。

このパラメータは、LUNキューの長さと同じではあ
りません。LUNキューの長さは、サーバにインストー
ルされている OSに基づいて、Cisco UCS Managerに
より管理されます。

（注）

256～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 256です。スト
レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確

認することをお勧めします。

[IO Throttle Count]フィールド
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説明名前

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示するLUN
の最大数。LUNの最大数は、通常、サーバで実行されている
OSにより管理されます。

1～ 1024の整数を入力します。デフォルト値は 256です。ESX
または Linuxを実行しているサーバの場合、推奨値は 1024で
す。

オペレーティングシステムのドキュメントでこのパラメータの

最適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはネットワーク
アダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Max LUNs Per Target]フィール
ド

HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマンドの数で
す。

1～ 254の整数を入力します。デフォルトのLUNキューデプス
は 20です。

LUNキューの深さ

ドライバからオペレーティングシステムに割り込みを送信する

方法。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。サーバのオペレーティングシステムがこれに対
応している場合には、このオプションを選択することをお

勧めします。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタを搭載しているサー
バや、Window以外の OSを実行しているネットワー
クアダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

Windows OSでは、このパラメータは無視されます。

（注）

[Interrupt Mode]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。
ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vHBA 動作ポリシーについて

デフォルトの vHBA 動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vHBAの作成方法を設
定できます。vHBAsを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vHBA動作ポリシーを設定して、vHBAの作成方法を定義することができます。次
のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerサービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストール
されたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

vHBAのデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none]がデフォルトで使用されます。（注）
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトの vHBA動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト
の vHBA動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior]をクリックします。
ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の 1

つをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerサービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストール
されたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

SAN 接続ポリシー

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）
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LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。
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SAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、名前と任意の説明を入力します。

ステップ 6 [World Wide Node Name]領域の[WWNN Assignment]ドロップダウンリストから次のいずれかを選
択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、Select (pool default used by default)を選択します。

• [ManualUsingOUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[WorldWideNodeName]
フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指定し
たWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。各
プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に
囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 7 [vHBAs]テーブルで、[Add]をクリックします。
ステップ 8 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 9 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。
この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 10 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
ステップ 11 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたは QoSポリシーを作成することもできま
す。

ステップ 12 ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルードし

ます。
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SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name] > [San Connectivity Policies]の順に展開しま
す。

ステップ 3 vHBAを作成するポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。
ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。
この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたは QoSポリシーを作成することもできま
す。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAを削除するポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vHBAをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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SAN 接続ポリシー用のイニシエータグループの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。
ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

使用する各vHBAに対応する、[Select]カラムのチェックボック
スをオンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブル
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説明名前

この vHBAイニシエータグループに関連付けられているスト
レージ接続ポリシー項目

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダウ
ンリストからそのポリシーを選択します。Cisco UCS
Manager GUIでは、[Global Storage Connection Policy]領域
に、ポリシーとその FCターゲットエンドポイントに関す
る情報が表示されます。

グローバルに利用できる新しいストレージ接続ポリシーを

作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをクリッ
クします。

•この vHBAイニシエータグループでのみ利用できるロー
カルストレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy]オプションを選択します。Cisco UCS
ManagerGUIに表示される [Specific StorageConnection Policy]
領域を使って、ローカルストレージ接続ポリシーを設定で

きます。

ドロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテン

プレートで使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection Policy]
リンク

ステップ 7 [OK]をクリックします。

SAN 接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 イニシエータグループを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します

a) 削除するイニシエータグループをクリックします。
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b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれるSAN接続ポリシーを削除する場合、すべてのvHBAもそのサー
ビスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられているサーバの SAN
データトラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 10 章

SED セキュリティポリシー

• 自己暗号化ドライブのセキュリティポリシー, 99 ページ

• コントローラとディスクのセキュリティフラグ, 100 ページ

• ローカルセキュリティポリシーの管理, 101 ページ

• KMIPクライアント証明書ポリシー, 103 ページ

• リモートセキュリティポリシーの管理, 105 ページ

• ディスクのセキュリティのイネーブル化とディセーブル化, 108 ページ

• コントローラのセキュリティのディセーブル化, 108 ページ

• ロックされたディスクのロックの解除, 109 ページ

• セキュア外部設定ディスクの消去, 109 ページ

自己暗号化ドライブのセキュリティポリシー
自己暗号化ドライブ（SED）には、リアルタイムで着信データを暗号化し、送信データを復号化
する特殊なハードウェアが搭載されています。ディスク上のデータは常にディスクで暗号化され、

暗号化された形式で格納されます。暗号化されたデータはディスクから読み出す際に常に復号化

されます。メディア暗号化キーがこの暗号化と復号化を制御します。このキーは、プロセッサや

メモリに格納されることはありません。Cisco UCS Managerは、Cisco UCS Cシリーズと Sシリー
ズのサーバの SEDセキュリティポリシーをサポートしています。

SEDは、セキュリティキーを指定してロックする必要があります。このセキュリティキーはキー
暗号化キーまたは認証パスフレーズとも呼ばれ、メディア暗号化キーの暗号化に使用されます。

ディスクがロックされていない場合は、データの取得にキーは必要ありません。

CiscoUCSManagerでは、セキュリティキーをローカルででも、リモートからでも設定できます。
ローカルでキーを設定した場合、そのキーを覚えておく必要があります。キーを忘れた場合はそ

れを取得することはできず、データが失われます。キー管理サーバ（KMIPサーバとも呼ばれる）
を使用して、キーをリモートから設定できます。この方法で、ローカル管理でのキーの保管と取

得に関する問題に対処します。
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SEDの暗号化と復号化は、ハードウェアを通じて実行されます。したがって、全体的なシステム
パフォーマンスに影響しません。SEDは瞬時に暗号を消去することで、ディスクの使用停止や再
展開のコストを削減します。メディア暗号化キーを変更することで、暗号消去が実行されます。

ディスクのメディア暗号化キーを変更すると、そのディスク上のデータは復号化できず、すぐに

使用できない状態になります。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)では、SEDは Cシリーズサー
バとSシリーズサーバにディスク盗難防止機能を提供します。HXサーバについては、SEDはノー
ド盗難防止機能を提供します。

コントローラとディスクのセキュリティフラグ
セキュリティフラグは、ストレージコントローラとディスクの現在のセキュリティステータス

を示します。

ストレージコントローラとディスクには、次のセキュリティフラグがあります。

• Security Capable：コントローラまたはディスクが SED管理をサポートできることを示しま
す。

• SecurityEnable：コントローラまたはディスクにセキュリティキーがプログラムされており、
セキュリティがデバイス上で有効であることを示します。このフラグは、セキュリティポリ

シーを設定してサーバに関連付け、コントローラとディスクを保護しているときに設定され

ます。HXデバイスでは、このフラグは設定されません。

• Secured：コントローラまたはディスクにセキュリティキーがプログラムされており、セキュ
リティが HXデバイス上で有効であることを示します。

次のセキュリティフラグは、ストレージディスクにのみ適用されます。

• Locked：ディスクキーがコントローラ上のキーと一致していないことを示します。これは、
異なるキーでプログラムされたサーバ間でディスクを移動すると発生します。ロックされた

ディスク上のデータにはアクセスできないため、オペレーティングシステムがディスクを使

用できません。このディスクを使用するには、ディスクのロックを解除するか、または外部

設定を安全に消去します。

• Foreign Secured：セキュアディスクは外部設定になっていることを示します。正しいキーで
ロックされたディスクのロックを解除しても、ディスクが外部設定状態になっており、その

ディスク上のデータが暗号化されているとこのようになります。このディスクを使用するに

は、外部設定をインポートするか、または外部設定をクリアします。
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ローカルセキュリティポリシーの管理

ローカルセキュリティポリシーの作成

はじめる前に

新しいストレージプロファイルまたは既存のストレージプロファイルにローカルポリシーを作

成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックし、[Create Security Policy]をクリックします。
ステップ 4 [Local Policy]オプションをクリックします。

a) [Key]に入力します。
キーには 32個の英数字を使用する必要があります。

b) [OK]をクリックします。
ポリシーが正常に作成されたというメッセージが表示されます。

次の作業

こうして作成されたキーは、そのサーバのストレージプロファイルに関連付けられ、ストレージ

コントローラの下に展開されます。これを確認するには、[Equipment] > [Server] > [Server ID] >
[Inventory] > [Storage] > [Controller]の順に移動して SASストレージコントローラを選択します。
[General]タブに移動し、[Security]フィールドが [drive security enable]として表示されているかど
うかを確認します。

ローカルセキュリティポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックします。
ステップ 4 （任意）ローカルポリシーのキーを変更するには、[LocalPolicy]領域で次の手順を実行します。

a) [Key]フィールドにデータベースの新しいセキュリティキーを入力します。
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b) [Deployed Key]フィールドにデータベースの現在のセキュリティキーを入力します。

ステップ 5 （任意） セキュリティポリシーをローカルポリシーからリモートポリシーに変更するには、次

の手順を実行します。

a) [Remote Policy]オプションをクリックします。
b) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
d) （任意） [DeployedKey]フィールドにデータベースの現在のセキュリティキーを入力します。
e) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
f) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。
g) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカルセキュリティポリシーを使用しているサーバへのセキュア

なディスクの挿入

サーバにセキュアなディスクを挿入すると、次のいずれかが行われます。

•ドライブ上のセキュリティキーが、サーバのセキュリティキーと一致し、自動的にロックが
解除されます。

•ディスク上のセキュリティキーとサーバ上のセキュリティキーが異なっています。ディスク
はロックされたディスクとして表示されます。ロックされたディスク上で次のいずれかを実

行できます。

◦セキュアな外部設定を消去してディスク上のすべてのデータを削除します。

◦ディスクの正しいキーを提供してディスクのロックを解除します。ディスクのロックを
解除すると、ディスクはForeignSecuredの状態になります。これらのディスクの外部設
定は、すぐにインポートするか、またはクリアする必要があります。

現在の一連のディスクの外部設定をインポートする前に別の一連のディスク

のロックを解除すると、現在の一連のディスクは再度ロックされ、Lockedの
状態になります。

（注）
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KMIP クライアント証明書ポリシー
KMIPサーバとも呼ばれているキー管理サーバを使用して、キーをリモートから設定できます。
リモートポリシーを作成する前に、KMIPクライアント証明書ポリシーを作成する必要がありま
す。証明書の生成に使用するホスト名は KMIPサーバのシリアル番号です。

証明書ポリシーは、2つの独立した範囲から作成できます。

•グローバルスコープ：最初にこの範囲でグローバル証明書ポリシーを作成できます。この範
囲で証明書を変更しても、証明書は再生成されません。

•サーバスコープ：この範囲で証明書ポリシーを作成または変更できます。作成または変更す
ると、証明書が再生成されます。このような証明書はそのサーバに固有であり、そのサーバ

についてグローバル証明書がオーバーライドされます。

KMIPクライアント証明書ポリシーを作成したら、次のいずれかを実行します。

• KMIPサーバに生成された証明書をコピーします。

•生成された証明書署名要求を使用して CA署名付き証明書を取得します。この CA署名付き
証明書を CIMCにコピーします。

グローバル KMIP クライアント証明書ポリシーの作成
グローバル KMIPクライアント証明書ポリシーを作成することができます。

このポリシーを使用しているときに証明書の作成に使用するホスト名はサーバのシリアル番号で

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Security]サブタブをクリックします。
ステップ 4 [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。
ステップ 5 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明名前

会社所在国の国コード。

アルファベット 2文字を大文字で入力します。

Country Code

証明書を要求している会社の本社が存在する州

または行政区分。

32文字まで入力します。

状態
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説明名前

証明書を要求している会社の本社が存在する市

または町。

32文字まで入力します。

地名

証明書を要求している組織。

32文字まで入力します。

組織名

組織ユニット

最大 64文字まで入力できます。

部署名

要求に関連付けられている電子メールアドレ

ス。

Email

証明書の有効期間。Validity

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サーバ用の KMIP クライアント証明書ポリシーの作成
サーバ用の KMIPクライアント証明書ポリシーを作成できます。この証明書は、特定のサーバに
のみ適用され、グローバル KMIPクライアント証明書をオーバーライドします。

このポリシーを使用しているときに証明書の作成に使用するホスト名はサーバのシリアル番号で

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 4 [Security]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。
ステップ 6 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。
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説明名前

会社所在国の国コード。

アルファベット 2文字を大文字で入力します。

Country Code

証明書を要求している会社の本社が存在する州

または行政区分。

32文字まで入力します。

状態

証明書を要求している会社の本社が存在する市

または町。

32文字まで入力します。

地名

証明書を要求している組織。

32文字まで入力します。

組織名

組織ユニット

最大 64文字まで入力できます。

部署名

要求に関連付けられている電子メールアドレ

ス。

Email

証明書の有効期間。Validity

ステップ 7 [OK]をクリックします。

リモートセキュリティポリシーの管理

リモートセキュリティポリシーの作成

新規ストレージプロファイルまたは既存のストレージプロファイルにリモートポリシーを作成

できます。

はじめる前に

KMIPクライアント証明書ポリシーを作成したことを確認します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックし、[Create Security Policy]をクリックします。
ステップ 4 [Remote Policy]オプションをクリックします。

a) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
b) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
d) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。
e) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。
f) [OK]をクリックします。
ポリシーが正常に作成されたというメッセージが表示されます。

次の作業

こうして作成されたキーは、そのサーバのストレージプロファイルに関連付けられ、ストレージ

コントローラの下に展開されます。これを確認するには、[Equipment] > [Server] > [Server ID] >
[Inventory] > [Storage] > [Controller]の順に移動して SASストレージコントローラを選択します。
[General]タブに移動し、[Security]フィールドが [drive security enable]として表示されているかど
うかを確認します。

リモートセキュリティポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックします。
ステップ 4 リモートポリシーを変更するには、[Remote Policy]領域で次の手順を実行します。

a) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
b) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
d) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。
この証明書をブラウザから Base 64形式で保存します。
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e) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。

ステップ 5 セキュリティポリシーをリモートポリシーからローカルポリシーに変更するには、次の手順を

実行します。

a) [Local Policy]オプションをクリックします。
b) [Key]フィールドにコントローラの新しいセキュリティキーを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リモートセキュリティキーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。
ステップ 6 [General]タブで、[Modify Remote Key]をクリックします。

リモートセキュリティポリシーを使用しているサーバへのセキュア

なディスクの挿入

リモートセキュリティポリシーを使用しているサーバにセキュアなディスクを挿入すると、スト

レージディスクはロックされたディスクとして表示されます。次のいずれかを実行します。

•以前にローカルキーを使用してディスクがロックされていた場合は、そのローカルキーを
使用してディスクのロックを手動で解除します。

•リモート KMIPサーバを使用してロックを解除します。

セキュアなディスクをローカルセキュリティポリシーを使用しているサーバからリモートセキュ

リティポリシーを使用しているサーバに移動すると、ディスクはロックされた状態として表示さ

れます。ローカルキーを使用してディスクのロックを手動で解除します。
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ディスクのセキュリティのイネーブル化とディセーブル

化

はじめる前に

•ディスクのセキュリティを有効にするには、ディスクが JBODであることを確認します。

•ディスクをセキュアに消去するには、そのディスクが未設定で良好な状態になっている必要
があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Disks]タブで、ディスクを選択します。
ステップ 6 [Details]領域で、[Enable Encryption]をクリックします。
ステップ 7 セキュアディスクを無効にするには、[Secure Erase]をクリックします。

コントローラのセキュリティのディセーブル化

はじめる前に

SASコントローラ上でのみ、セキュリティを無効にすることができます。コントローラ上のセキュ
リティを無効にするには、まずすべてのセキュアディスク上のセキュリティを無効にしてから、

コントローラのすべてのセキュア仮想ドライブを削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。
ステップ 6 [General]タブで、[Disable Security]をクリックします。
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ロックされたディスクのロックの解除
SEDのキーがコントローラ上のキーと一致していない場合、そのディスクは [Locked,ForeignSecure]
と表示されます。そのディスクのセキュリティキーを提供するか、またはリモート KMIPサーバ
を使用して、ディスクのロックを解除します。ディスクのロックを解除した後、外部設定をイン

ポートするか、またはクリアします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Controller]タブで、SASコントローラを選択します。
ステップ 6 ローカルセキュリティポリシーで保護されているディスクのロックを解除するには、次の手順を

実行します。

a) [General]タブで、[Unlock Disk]をクリックします。
b) [Key]テキストボックスに、そのディスクをロックするのに使用したキーを入力します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 リモートKMIPサーバで保護されているディスクのロックを解除するには、[General]タブで [Unlock
For Remote]をクリックします。

ロックされたディスクのロックを解除すると、そのディスクのセキュリティステータスは [Foreign
Secure]と表示されます。

次の作業

外部設定をインポートするか、またはクリアします。

セキュア外部設定ディスクの消去
ロックされた状態のディスクがあり、そのディスクを既存のデータにアクセスせずに使用する場

合は、セキュアな外部設定ディスクを消去できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Disks]タブで、ディスクを選択します。
ステップ 6 [General]タブで、[Secure Erase Foreign Configuration]をクリックします。
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第 11 章

ストレージプロファイル

• ストレージプロファイル, 111 ページ

• ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー, 112 ページ

• RAIDレベル, 118 ページ

• 自動ディスク選択, 119 ページ

• サポートされている LUNの変更, 120 ページ

• サポートされていない LUNの変更, 120 ページ

• ディスク挿入の処理, 121 ページ

• 仮想ドライブの命名, 123 ページ

• LUNの参照解除, 123 ページ

• コントローラの制限と制約事項, 123 ページ

• ストレージプロファイル, 124 ページ

• ストレージプロファイルの設定, 143 ページ

ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディス

クのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプ

ロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ス
トレージプロファイルで設定された LUNは、ブート LUNまたはデータ LUNとして使用でき、
また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして
指定することも可能です。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。ストレージプ
ロファイルを導入すると、次の利点があります。

•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択できま
す。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。
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•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。

ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できます。

サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレージプロ

ファイルを関連付けることができます。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
シャーシ内のサーバは、そのシャーシ内で集中管理されたストレージを使用することができます。

ストレージに使用するディスクを選択して設定できます。これらの物理ディスクの論理集合をディ

スクグループと言います。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを整理できます。

ストレージコントローラがディスクグループの作成と設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスクグ
ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理できま
す。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することはでき
ません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスクグ

ループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、フォー

ルトトラレント RAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。また、ディスクは、グ
ローバルホットスペアとして割り当てることができます。つまり、どのディスクグループでも

使用できます。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次
のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて正
常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ
ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。
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• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されたか、サービスプロ
ファイルとストレージプロファイルとの関連付けが解除されています。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けられ
ていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展開
状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の
いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ
インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ
かに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成され
ましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドラ
イブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID6は、最大2つのドライ
ブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状態
です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの
プレゼンスステータスは次のいずれになります。
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• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な
ります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します
ステップ 3 ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。

説明名前

ポリシーの名前

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_
（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できます
が、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブジェク

トが保存された後で、この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含め

ることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。
ただし、`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引
用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィール
ド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [RAID 0 Striped]

• [RAID 1 Mirrored]

• [RAID 5 Striped Parity]

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• [RAID 10 Mirrored and Striped]

RAID1ポリシーでディスクグループを作成し、このグループに
4つのディスクを設定すると、ストレージコントローラにより、
内部で RAID 1E構成が作成されます。

（注）

[RAID Level]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 6 ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration
(Automatic)]を選択し、次の情報を指定します。

説明名前

ディスクグループのドライブの数を指定します。

ドライブ数の範囲は0～24です。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]
です。ドライブ数を [Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロ
セスに応じたディスク数が選択されます。

[Number of drives]
フィールド

ディスクグループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できます。

• HDD

• SSD

•未指定

デフォルトのドライブタイプは [Unspecified]です。ドライブタイプとし
て [Unspecified]を選択すると、使用可能な最初のドライブが選択されま
す。最初のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互

換性のあるタイプになります。たとえば、最初のドライブがSSDの場合、
以降のすべてのドライブが SSDになります。

[Drive Type]フィール
ド

ディスクグループの専用ホットスペアの数。

専用ホットスペア数の範囲は 0～ 24です。デフォルトの専用ホットスペ
ア数は [Unspecified]です。専用ホットスペア数を [Unspecified]として選
択すると、ディスクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択され

ます。

[Number of Hot Spares]
フィールド
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説明名前

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクの

みが選択可能になります。

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。デフォルトの最小ドラ
イブサイズは [Unspecified]です。最小ドライブサイズを [Unspecified]と
して選択すると、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。

[Min Drive Size]
フィールド

ステップ 7 ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration (Manual)]
を選択してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコンバーにある [+]をクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration Reference]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

ローカルディスク参照を設定するスロット。[Slot]フィールド

ディスクグループでのローカルディスクのロール。次のオプション

を選択できます。

•専用ホットスペア

•標準

[Role]フィールド

ローカルディスクのスパン ID。値の範囲は 0～ 8です。

ローカルディスクのデフォルトスパン IDは [Unspecified]です。こ
れは、スパニング情報が必要でない場合にのみ使用してください。

[Span ID]フィールド

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。

説明名前

仮想ドライブのストライプサイズ。許容される値は [Platform
Default]のみです。

[Strip Size (KB)]フィールド

仮想ドライブのアクセスポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• [Read Write]

• Read Only

•ブロック

[Access Policy]フィールド
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説明名前

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• [Read Ahead]

•標準

[Read Policy]フィールド

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかに

なります。

• [Platform Default]

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

[Write Cache Policy]フィールド

仮想ドライブの I/Oポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

•直接

• Cached

[IO Policy]フィールド

ドライブキャッシュの状態。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• [No Change]

• Enable

• Disable

[Drive Cache]フィールド

ディスクグループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用
して管理する必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
仮想ドライブ（VD）のデフォルト値を受け入れて、ディスクグループポリシーをサー
ビスプロファイルに関連付けると、サービスプロファイルに関連付けられた後に VD
の設定を変更できます。デフォルト以外の値を使用するようにWebBIOSから VDのデ
フォルト値を変更すると、変更された値を確認するためのプロパティエラーは生成さ

れません。

（注）
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RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが 1つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと
えば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることができま
す。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット
を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。

• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つのパ
リティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全
なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスループット

レートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピングを使用
しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要です。
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• RAID50Striped Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディスクセッ
トにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディス
クセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指定

しないと、Cisco UCS Managerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従って、使
用するディスクを決定します。この場合、CiscoUCSManagerは複数の方法でディスクを選択でき
ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順番

に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選択さ

れます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されます。
繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

a ディスクの種類

b 降順の最小ディスクサイズ

c 降順のスペース要件

d アルファベット順のディスクグループ修飾子名

e アルファベット順のローカル LUN名

2 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索基準

を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとな
ります。Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされているのは SATAと SASのみです。

Cisco UCS Managerリリース 2.5では RAIDのマイグレーションをサポートしていません。

（注）

3 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4 プロビジョニング済みLUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシーが設
定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みます。そう

でない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
119

ストレージプロファイル

自動ディスク選択



サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブを作成しな
ければ適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変

更はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

• [Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUNではサポートされません。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。
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ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1 LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1 ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2 ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2 LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されます。

3 ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ, （121ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ, （121ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ, （122ページ）

•ホットスペアドライブの交換, （122ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入, （122ページ）

非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。新
しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になります。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除してか

ら再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペア
ドライブが割り当てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理ドラ

イブを挿入するまでは、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカルディスク

の欠如といった障害状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自動

的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状態にな
ります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。
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ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペア
ドライブが割り当てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いたりす

ると、仮想ドライブが [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使用可能な
場合）が [Rebuilding]状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]状態にな
ります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致し
ないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディスクか

ら、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの後、ホッ

トスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアされます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、[JBOD]
または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロットから取り除
き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポートしてください。

これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になります。その時点で、
新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマークして、CiscoUCSM
で使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。

ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想ドラ
イブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2 新しく挿入されたドライブを、CiscoUCSMが期待するホットスペアドライブとなるように設
定します。

未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [Unconfigured Good]状
態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコント

ローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するには、
新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照する LUN
を作成する必要があります。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
122

ストレージプロファイル

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ



仮想ドライブの命名
UCSMを使用して仮想ドライブを作成すると、UCSMがその仮想ドライブに固有 IDを割り当て
ます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識別できます。UCSMでは、
サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付けられるようにもなっ

ています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブは、いず

れも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま
す。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、UCSMが仮想ドライブの
一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。

LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not inuse]
に変更されます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更さ
れます。

コントローラの制限と制約事項
• Cisco UCS C240、C220、C24、および C22サーバの場合、ストレージコントローラはサーバ
あたり 24台の仮想ドライブを制御できます。他のすべてのサーバの場合、ストレージコン
トローラはサーバあたり 16台の仮想ドライブを制御できます。
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• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサー
バではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロックサ

イズが4Kのドライブをブレードサーバに挿入した場合、検出に失敗し、「Unable to get
Scsi Device Information from the system」というエラーメッセージが表示され
ます。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降のリリースでは、C240 M4サーバのアウトオブバン
ドインベントリ（OOB）をサポートしていないRAIDコントローラの場合、動作状態として
[NA]が、ドライブ状態として [Unknown]が表示されます。

ストレージプロファイル

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルポリシーは、[Navigation]ペインの [Storage]タブで作成できます。さら
に、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイルを設定
することもできます。

以前のリリースの UCS Managerからのデフォルトのローカルディスク設定がサービスプロ
ファイルやサービスプロファイルテンプレートにある Cisco UCSブレードサーバまたはラッ
クサーバで、3.1以降のリリースにアップグレードする場合は、ローカルディスク設定のデ
フォルトのポリシーを、ローカルディスクポリシーの RAIDレベルのオプションではなく、
[Any Configuration]に変更すると、同じサービスプロファイルやサービスプロファイルテン
プレート内のローカル LUNを使用してストレージプロファイルを正常に作成できます。レガ
シー LUNは、その後、ストレージインベントリの一部になります。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開します
ステップ 3 ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。
ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定します。

[Description]に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。
ステップ 6 （任意） [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加

します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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特定のストレージプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。
ステップ 6 [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリックします。

ステップ 7 [Create Specific Storage Profile]をクリックします。
ステップ 8 （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレージプロ

ファイルの説明を設定します。

各サービスプロファイルには、特定のストレージプロファイルを 1つだけ含めることができま
す。そのため、このストレージプロファイルの名前はデフォルトで提供されます。

ステップ 9 [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加します。
ステップ 10 [OK]をクリックします。
ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージプロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。ステップ 1   

[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開
します

ステップ 2   

削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを

展開します。

ステップ 3   

削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を
選択します。

ステップ 4   

表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。ステップ 5   
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ローカル LUN

ローカル LUN の設定
[Navigation]ペインの [Storage]タブで、ストレージプロファイルポリシーに含めるローカル LUN
を作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレー
ジプロファイルに含めるローカル LUNを作成することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開します
ステップ 3 ローカルLUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。
ステップ 6 [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

（ローカル LUNの作成時に表示されます）ローカル LUNを作
成するときにデフォルトで選択されます。

[Create Local LUN]オプション

（ローカル LUNの作成時に表示されます）孤立した LUNを要
求する場合に選択します。

[Prepare Claim Local LUN]オプ
ション

ローカル LUNの名前。

この名前には、1～ 10文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

このLUNのサイズ（GB単位）。サイズの許容範囲は1～10240
GBです。

孤立したLUNを要求する場合は、LUNサイズを指定
する必要はありません。

（注）

[Size (GB)]フィールド
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説明名前

ローカルLUNを自動的に展開するかどうかを指定します。次の
いずれかになります。

• [Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開します。

• [No Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開しません。

[Auto Deploy]オプションボタ
ン

（ラックサーバとブレードサーバのみで使用可能）この LUN
を使用可能なディスクグループ全体を使用するように展開でき

ることを指定します。

サービスプロファイルごとに、このオプションを使用できる

LUNは 1つだけです。

[Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUN
ではサポートされません。

[Expand To Available]チェック
ボックス

このローカルLUNに適用されるディスクグループ設定をドロッ
プダウンリストから選択します。

[Select Disk Group Configuration]
ドロップダウンリスト

新しいディスクグループを作成する [Create Disk Group Policy]
ダイアログボックスを表示します。

[Create Disk Group Policy]リン
ク

ステップ 7 （任意） このローカル LUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create Disk
Group Policy]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表示
ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用スト

レージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロファイ

ルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両方から有効

なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル LUNを継承でき
ます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル

LUNの詳細を表示できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。
指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報が表
示されます。

• [Name]：ストレージプロファイルでの LUNの名前。

• [AdminState]：ローカルLUNが展開されるかどうかを指定します。管理状態は、[Online]Online
または [Undeployed]Undeployedのいずれかになります。

ローカル LUNがサービスプロファイルによって参照されている場合、自動展開状態が
[no-auto-deploy]であれば、管理状態は [Undeployed]となり、それ以外の場合は [Online]とな
ります。ローカルLUNがサービスプロファイルで参照された後、そのローカルLUNの自動
展開のステータスが変更されたとしても、サービスプロファイルに継承された LUNの管理
状態には反映されません。

• [RAID Level]：使用されているディスクグループの RAIDレベルの要約。

• [Provisioned Size (GB)]：ストレージプロファイルに指定されている LUNのサイズ（GB単
位）。

• [Assigned Size (MB)]：UCSMによって割り当てられたサイズ（MB単位）。

• [Config State]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドラ
イブが作成されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドラ
イブが作成されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮
想ドライブの作成が失敗しました。

• [NotApplied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていて
も、管理状態が [Undeployed]になっています。

• [Referenced LUN Name]：事前プロビジョニングされた仮想ドライブ名、または UCSMが生
成した仮想デバイス名。

• [Deploy Name]：展開後の仮想ドライブの名前。

• [ID]：LUN ID。
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• [Order]：サーバに対する LUN可視性の順序。

• [Bootable]：LUNがブート可能であるかどうかを示します。

• [LUN New Name]：LUNの新しい名前。

• [Drive State]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

• Unknown

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

ローカル LUN の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。ステップ 1   

[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順
に展開します

ステップ 2   

ローカル LUNを削除するストレージプロファイルが
含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 3   

目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展
開し、削除するローカル LUNを選択します。

ステップ 4   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

削除するLUNを右クリックして、[Delete]を選択しま
す。

ステップ 5   

[Yes]をクリックします。ステップ 6   
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PCH コントローラ定義

PCH SSD コントローラ定義
Cisco UCS Managerプラットフォームコントローラハブ（PCH）ソリッドステートドライブ
（SSD）コントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のローカルストレージ
設定で、単一 RAIDまたは JBODディスクアレイ内にあるすべてのディスクを設定できます。

PCHコントローラ定義を設定することで、次の機能がサポートされます。

•オンボード PCHコントローラに接続された 2台の内蔵 SSD間で単一の LUN RAIDを構成す
る機能

•コントローラを AHCI（JBOD）および SWRAID（RAID）の 2つのモードで構成する方法

•組み込みのローカル LUNおよび組み込みのローカルディスクブートポリシーで PCHスト
レージデバイスを構成する機能。これにより、サーバ内にその他のブート可能なローカル

ストレージデバイスが存在していても、ブート順序を正確に制御できます。ローカル LUN
またはローカル JBODオプションを使用して PCHディスクから起動しないでください。

•内蔵 SSDドライブでのスクラブポリシーのサポート。これは SWRAIDモードにのみ適用さ
れます。PCHコントローラがAHCIおよびNORAIDモードの場合は適用されません。『UCS
Manager Server Management Guide』を参照してください。

•内蔵SSDドライブでのファームウェアアップグレードのサポート。ディスクのファームウェ
アアップグレードは、PCHコントローラがSWRAIDモードの場合にのみサポートされます。
AHCIモードではサポートされていません。

ストレージプロファイルポリシーで PCHコントローラの SSDを設定できます。サービスプロ
ファイルの関連付けが解除された後でも、LUN設定を保存する保護設定を有効または無効にする
ことができます。コントローラモードを選択します。PCHコントローラコンフィギュレーション
では、RAID0とRAID1の 2つのRAIDオプションのみをサポートしています。コントローラに接
続されたすべてのディスクが JBODディスクとして構成された AHCIモードでは、[No RAID]設
定オプションを使用してください。設定の導入は、ストレージプロファイルをサービスプロファ

イルへ関連付けるプロセスの一環として実行されます。

Cisco UCS Managerは、次のM4サーバで PCHの管理対象内部 SSDをサポートします。

• UCSC-C240-M4L

• UCSC-C240-M4SX

Cisco UCS Managerのブートポリシーで PCHコントローラ定義を設定するために、PCH LUNお
よび PCH Diskという 2つの新しいデバイスを選択できます。EmbeddedLocalLunは SWRAIDモー
ドのブートデバイスを表し、EmbeddedLocalDiskは AHCIモードのブートデバイスを表します。

システムは、サポートされているSSDのスクラビング処理を行うために同じスクラブポリシーを
使用します。スクラブがYesの場合、設定されたLUNは関連付けの解除または再検出の一環とし
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て破棄されます。スクラブが Noの場合、設定された LUNは関連付けの解除および再検出の間に
保存されます。

Cisco UCSManagerは、PCHコントローラが SWRAIDモードの場合にのみ、内蔵 SSDのファーム
ウェアアップグレードをサポートします。AHCIモードではサポートされていません。

ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の作成
PCHコントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のストレージ設定で、PCH
コントローラに接続された内蔵 SSDを設定できます。コントローラ定義の名前を作成し、スト
レージプロファイルとサービスプロファイルの関連付けが解除された場合でもストレージプロ

ファイルで設定を保持するかどうかを指定し、RAIDレベルを選択してコントローラモードを指
定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を右クリックします。
ステップ 3 ポップアップメニューから [Create Storage Profile]を選択するか、[Storage Profile]をクリックする

か、または [Getting Started]タブの [Storage Profile]リンクをクリックします。
ステップ 4 [Navigation]ペインで、特定のストレージプロファイルを右クリックし、ポップアップメニュー

から [Show Navigator]を選択します。
ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、[Controller Definitions]タブをクリックし、次の情報

を設定します。

ステップ 6 ストレージプロファイルの [Name]に入力します。
名前の長さは 32文字以下にする必要があります。

ステップ 7 （任意）このストレージプロファイルの [Description]に入力します。
ステップ 8 ダイアログボックスの右側にある [+]をクリックすると、[Create PCH Controller Definition]が表示

されます。

ステップ 9 [Create PCH Controller Definition]ダイアログボックスで、次の情報を設定します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties]領域から名前を変更することはできませ
ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。
特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド
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説明名前

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファ

イルとサービスプロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージプロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービスプロファイ

ル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用し
ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディス
クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方の
空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転
送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー
ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違
いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブに表示
される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに
は、[NoRAID]コンフィギュレーションモードの適用後に
すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク
にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求
レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されま
す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化された
ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ
イプ化されたパリティディスクセットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス
トライプ化されたデュアルパリティディスクセットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定
オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを
含むサービスプロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ
センスが備わっているかが Cisco UCSManagerに
よって確認されます。問題がある場合は、サービ

スプロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報
については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 10 [OK]をクリックします。
新しい PCHコントローラ定義が、ナビゲーションウィンドウに表示されます。

次の作業

特定のオペレーティングシステムのソフトウェアRAIDドライバのインストール手順については、
次を参照してください。

•『Cisco UCS C240 M4 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
for Windows and Linux」セクション
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サービスプロファイル PCH コントローラ定義の変更

はじめる前に

RAIDレベルを [RAID 0 Striped]または [RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]へ変更する場合は、そ
の手順を開始する前に、次の手順を実行します。

1 関連付けられているサービスプロファイルにスクラブポリシーがあることを確認します。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Creating a Service Profile with the Expert
Wizard」を参照してください。

2 サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除します。『Cisco UCS Manager Server
Management Guide』の「Disassociating a Service Profile from a Server or Server Pool」を参照して
ください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。
ステップ 3 [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。
ステップ 4 [General]タブで、次の情報を変更します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties]領域から名前を変更することはできませ
ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。
特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファ

イルとサービスプロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージプロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービスプロファイ

ル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用し
ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディス
クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方の
空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転
送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー
ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違
いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブに表示
される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに
は、[NoRAID]コンフィギュレーションモードの適用後に
すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク
にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求
レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されま
す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化された
ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ
イプ化されたパリティディスクセットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス
トライプ化されたデュアルパリティディスクセットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定
オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを
含むサービスプロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ
センスが備わっているかが Cisco UCSManagerに
よって確認されます。問題がある場合は、サービ

スプロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報
については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
変更した PCHコントローラ定義が正常に保存されたかどうかが表示されます。

次の作業

サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除して、RAIDレベルを [RAID 0 Striped]または
[RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]に変更した場合は、次の手順を実行します。
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1 M4サーバの場合は、そのサーバを再認識させます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Reacknowledging a Rack-Mount Server」を参照してください。

2 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Associating a Service Profile with a Server or Server Pool」を参照してください。

ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開します。
ステップ 3 [PCH Controller Definitions]を展開します。
ステップ 4 [Navigation]ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。
ステップ 6 定義を削除するかどうかを確認します。

定義が正常に削除されたかどうかが表示されます。削除されない場合は次を参照してください：

PCHコントローラ定義の設定のトラブルシューティング, （140ページ）

ステップ 7 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

PCH コントローラ定義の設定のトラブルシューティング

PCHコントローラ定義の作成

次のような状況では、PCHコントローラ定義の設定に失敗します。

•サポートされていないサーバモデルのコントローラ定義を設定しようとする

•レガシーのローカルディスク設定ポリシーを使用して、ストレージプロファイル内の PCH
ストレージを設定しようとする

•ストレージプロファイルコントローラ定義とストレージプロファイルローカル LUN設定
インターフェイスを使用して、同じコントローラを設定しようとする

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、SWRAIDモードで展開された
設定とは異なる RAIDタイプを設定した場合

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、RAIDタイプが現在のコント
ローラモードと一致しない場合

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
140

ストレージプロファイル

PCH コントローラ定義



すでに関連付けられたサーバの PCHストレージ設定を変更すると（コントローラモードの変
更、RAIDレベルの変更、コントローラ修飾子の変更など）、PNUOSブートがトリガーされ
て、ホスト OSのダウンタイムが発生します。

警告

ブートポリシー

次のいずれかの場合に設定エラーが発生します。

•ブートポリシーで PCHDiskを選択しましたが、プライマリまたはセカンダリターゲットパ
スのスロット番号が、格納されている内蔵SSDスロット番号のいずれにも一致しませんでし
た。

•ブートポリシーで PCH LUNと PCH Diskの両方を同時に選択しました。

ファームウェア

互換性のないソフトウェアの組み合わせに対しては、関連付けを行うときに設定エラーは発生し

ません。ただし、サポート対象のソフトウェアの組み合わせを使用していない場合、関連付けの

実行中にPCHSSDコントローラのストレージ設定が失敗したり、展開されなかったりすることが
あります。また、互換性のないソフトウェアの組み合わせに対する関連付けの最後にPCHSSDコ
ントローラからブートすると、内蔵 SSDで障害が発生することがあります。

不良 M.2 ディスクの交換
次の手順を実行して、不良M.2ディスクを交換します。

はじめる前に

SWRAIDコントローラの定義が設定されており、交換ディスクによって空ドライブがフォーマッ
トされたことを確認します。

手順

ステップ 1 正常にサーバの電源を切ります。

ステップ 2 不良M.2ドライブを物理的に取り外します。シリアル番号とディスクスロットを使用して不良
ディスクを識別します。

ステップ 3 交換M.2ドライブを挿入します。
ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 ディスクが再構築されるまで待機してから、サーバを再確認します。

SWRAIDの再構築には、ディスクサイズ、ディスク速度、OSコンテンツ、およびその
他のパラメータに応じて 35～ 75分かかる場合があります。

AHCIは NORAID設定であるため、再構築は適用されません。

（注）
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ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージプロファイルを既存または新規のサービスプロファイルに関連付けることができま

す。[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成, （174ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

ステップ 4 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックします。
ステップ 7 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイアログ

ボックスが表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy]タブをクリックします。
ステップ 9 このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]

ドロップダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]をクリックしま
す。[Storage Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付けるには、

[Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。ス
トレージプロファイルの作成, （124ページ）で、新しいストレージプロファイルの作成方法に
ついて詳しく説明しています。

ステップ 11 （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[Storage
Profile]ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をクリックします。
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ストレージプロファイルの設定

ブレードサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開
します。

ステップ 2   

外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載された
サーバを選択します。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller]サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックしま
す。

ステップ 6   

ラックサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載された
サーバを選択します。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller]サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックしま
す。

ステップ 6   
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ブレードサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをク
リックします。

ステップ 4   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [Clear ForeignConfiguration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [SetUnconfiguredGood]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去す
る対象として指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除
去する対象でなくなったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペ
アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなっ
たことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[Unconfigured Good]としてマークして、設定可能にすることを指定
します。
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ラックサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをク
リックします。

ステップ 4   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [Clear ForeignConfiguration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [SetUnconfiguredGood]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として
指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクが除去する対象で
なくなったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペ
アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなっ
たことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[Unconfigured Good]としてマークして、設定可能にすることを指定
します。
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ローカルディスクの設定操作

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開しますステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 4   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 5   

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去す
る対象として指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除
去する対象でなくなったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペ
アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [RemoveHot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなった
ことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[Unconfigured Good]としてマークして、設定可能にすることを指定
します。
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孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックしま
す。

ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展
開します

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 4   

確認用のダイアログ

ボックスが表示され

ます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete
Orphaned LUN]を選択します。

ステップ 5   

[Yes]をクリックします。ステップ 6   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開し
ます。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択しま

す。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、
[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[DeleteOrphaned
LUN]を選択します。

ステップ 6   

[Yes]をクリックします。ステップ 7   
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ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開
します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 6   

表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、
新しい LUN名を入力します。

ステップ 7   

[OK]をクリックします。ステップ 8   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 6   

表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、
新しい LUN名を入力します。

ステップ 7   

[OK]をクリックします。ステップ 8   
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ローカルストレージのブートポリシー

ストレージコントローラのプライマリブートデバイスを、ローカル LUNまたは JBODディスク
として指定できます。各ストレージコントローラには、1つのプライマリブートデバイスを設定
できます。ただし、ストレージプロファイルでは、プライマリブート LUNとして 1つのデバイ
スのみを設定できます。

Cisco UCS S3260 M3サーバでは、Cisco UCSManager GUIを使用したブートポリシーへのロー
カル LUNの追加時に [Local LUN Image Path]のオプションとして [Any]はサポートされていま
せん。Cisco UCSManager CLIでは、local-anyコマンドオプションはCisco UCS S3260 M3サー
バノードでサポートされていません。

（注）

組み込みのローカル LUN のブートポリシーの設定

Cisco UCS S3260 M3サーバノードでは、ローカル LUNまたは JBODから組み込みのローカ
ル LUNまたはディスクにブートポリシーを移行する前に、ローカルストレージ設定を削除
し、関連付けが完了するまで待機してから、最後に新しいローカルストレージ設定を追加す

る必要があります。これは、PCHディスクまたは LUNからブート処理をイネーブルにしま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Policies]の順に展開します。ステップ 2   

システムにマルチテ

ナント機能が備えら

ポリシーを作成する組織のノードを展開します。ステップ 3   

れていない場合は、

[root]ノードを展開
します。

設定するブートポリシーを選択します。ステップ 4   

[Work]ペインで、[General]タブをクリックします。ステップ 5   

下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開
します。

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

[Add Embedded Local LUN]をクリックして、ローカ
ル LUNのブート順序を設定します。

ステップ 7   

ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして
設定するには、[Primary]を選択します。

ステップ 8   

[LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバ
イスとして設定する LUNの名前を入力します。

ステップ 9   

[OK]をクリックします。ステップ 10   

組み込みのローカルディスクのブートポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリック
します。

ステップ 1   

[Servers] > [Policies]の順に展開します。ステップ 2   

システムにマルチテナント機能が備

えられていない場合は、[root]ノー
ドを展開します。

ポリシーを作成する組織のノードを展開

します。

ステップ 3   

設定するブートポリシーを選択します。ステップ 4   

[Work]ペインで、[General]タブをクリッ
クします。

ステップ 5   

下矢印をクリックして、[LocalDevices]領
域を展開します。

ステップ 6   

BODは次のサーバでのみサポート
されます。

[Add Embedded Local Disk]をクリックし
て、ローカル JBodデバイスをプライマリ
ブートデバイスとして設定します。

ステップ 7   

• Cisco UCS B200 M3ブレード
サーバ

• Cisco UCS B260 M4ブレード
サーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレード
サーバ
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco UCS B200 M4ブレード
サーバ

• CiscoUCSC220M4ラックマウ
ントサーバ

• CiscoUCSC240M4ラックマウ
ントサーバ

• CiscoUCSC460M4ラックマウ
ントサーバ

[Disk Slot Number]フィールドに、プライ
マリブートデバイスとして設定するJBod
ディスクのスロット番号を入力します。

ステップ 8   

[OK]をクリックします。ステップ 9   

サービスプロファイル内のローカル LUN 操作

LUN 名の事前プロビジョニング
LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合
のみです。事前プロビジョニングする LUN名がすでに存在し、その LUNが孤立している場合、
その LUNはサービスプロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニングする
LUNが存在しない場合、指定した名前の LUNが新規に作成されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする
LUNを右クリックし、[Pre-ProvisionLUNName]を選択します。

ステップ 5   

[Set Pre-ProvisionLUNName]ダイアログボックスで、LUNの名
前を入力します。

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

[OK]をクリックします。ステップ 7   

孤立した LUN の要求
孤立した LUNを要求できるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合のみです。
LUNの管理状態を明示的に [Undeployed]に変更すると、孤立した LUNを要求できます。

LUN名が空の場合は、要求する前に LUN名を設定します。

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、要求するLUNを右クリックし、[Claim
Orphan LUN]を選択します。

ステップ 5   

[Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する
対象とする孤立した LUNを選択します。

ステップ 6   

LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。ステップ 7   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]
を選択して、LUNを展開解除し、所有者を要求します。

ステップ 8   

[OK]をクリックします。ステップ 9   

LUN の展開および展開解除
LUNを展開または展開解除できます。ローカル LUNの管理状態が [Undeployed]の場合、LUNの
参照は削除されていて、LUNは展開されていません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、展開または展開解除する LUNを右ク
リックし、[Set Admin State]を選択します。

ステップ 5   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展
開する場合は [Online]を選択し、LUNを展開解除する場合は
[Undeployed]を選択します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

サービスプロファイルで参照されている LUN の名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更す
る LUNを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択しま
す。

ステップ 5   

[RenameReferencedLUN]ダイアログボックスで、参照されてい
る LUNの新しい名前を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   
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第 12 章

FlexFlash SD カードのサポート

• FlexFlashのサポート, 155 ページ

FlexFlash のサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部セ
キュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible Flash
ストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）によっ
てホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。FlexFlash
がイネーブルの場合、Cisco UCSManagerには、BIOSとホストオペレーティングシステムの両方
に対する USBドライブとして HVパーティションが表示されます。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着されてい
る場合は、ミラー化モードで使用できます。

サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）
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SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使用
できます。次の図に、SDカードスロットを示します。

図 2：SD カードスロット

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用されるロー
カルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカルディスクポリ
シーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlashコントロー
ラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバがSDカードをサポー
トしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージが表示されます。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
156

FlexFlash SD カードのサポート
FlexFlash のサポート



サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたはHVパーティションは
ホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイルの関連付
け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラブ
ポリシーは、両方のカードの HVパーティションを削除し、そのカードを正常な RAID状態にす
ることができます。

RAIDペアの新しいSDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマットす
ることができます。

• SDカードをフォーマットします。SDカードのフォーマット,（161ページ）には、詳細情報
が掲載されています。

•関連付けられているサーバの場合、FlexFlashスクラブポリシーを作成し、サーバからサービ
スプロファイルの関連付けを解除します。関連付けられていないサーバの場合、FlexFlashス
クラブポリシーを作成し、デフォルトのスクラブのポリシーを変更した後でサーバを再認識

させます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションには、
スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブート
ポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlash ファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。CIMC
をアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンがFlexFlashコントローラで使用可
能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller State]が
[Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表示されま
す。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコントローラの
更新を行う必要があります。詳細については、該当する『CiscoUCSB-Series FirmwareManagement
Guide』を参照してください。次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/
ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco Flexible Flash ストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみ
をサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードは B200-M3ブレードサーバでのみサポートされ、
64 GB SDカードは B200-M4ブレードサーバでのみサポートされます。

（注）
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•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカードを
ラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの交換は
SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは HV
パーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つのパー
ティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できます。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカードが
RAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって報告
された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行してRAIDのためのカードを組み合わせる
必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関連ポリシー」
を参照してください。次の条件によってRAIDデグレードやメタデータエラーが引き起こさ
れる可能性があります。

◦サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロットに
新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

◦異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。

FlexFlash FX3S のサポート
リリース 2.2(3)以降、Cisco UCS Managerでは FX3Sコントローラによる追加の FlexFlashサポー
トが可能になりました。FX3Sコントローラは次のサーバ上に存在します。

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS C220 M4ラックサーバ

• Cisco UCS C240 M4ラックサーバ

FX3S制御を使用した FlexFlash操作は、Cisco Flexible Flashストレージコントローラでの操作と
同じです。FlexFlashはデフォルトでは無効で、ローカルディスクポリシーを使用して有効化され
ます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一対の SDカードを自
動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含まれ
ています。

Cisco FX3S コントローラの制約事項：

• FX3Sコントローラは、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみをサポートします。16 GBの
カードはサポートされません。
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•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカードを
ラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの交換は
SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(3a)以上が必要です。

FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク設
定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。
ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

FlexFlash SD カードのサポートのディセーブル化
この手順では、ローカルディスクポリシー内の FlexFlash機能をディセーブルにする方法につい
て説明します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Filter]ドロップダウンリストから [Policies]を選択します。
ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ツリーを展開します。
ステップ 4 FlexFlashをディセーブルにするポリシーを強調表示します。
ステップ 5 タスクペインの [Events]タブをクリックし、[FlexFlash State]の隣にある [Disable]オプションボ

タンを選択します。

ステップ 6 FlexFlash SDカードを交換する必要がある場合は、[FlexFlash Removable State]フィールドの [Yes]
ラジオボタンを選択します。FlexFlashの削除可能状態を変更する前に、SDカードが使用中でな
いことを確認します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

自動同期のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Auto-sync]をクリックします。
ステップ 7 [Enable Auto-sync]ダイアログボックスで、プライマリとして使用する SDカードの [Admin Slot

Number]を選択します。
ステップ 8 [OK]をクリックします。
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SD カードのフォーマット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 SDカードをフォーマットするサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で [Format SD Cards]をクリックします。
ステップ 7 [Yes]をクリックして、SDカードをフォーマットします。

FlexFlash コントローラのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 FlexFlashコントローラをリセットするサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。
ステップ 7 FlexFlashコントローラをリセットするには [Yes]をクリックします。
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第 13 章

ダイレクトアタッチドストレージ

• ダイレクトアタッチドストレージ, 163 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 164 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモードの設定, 165 ページ

• ストレージ VSANの作成, 166 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成, 166 ページ

• ファイバチャネルストレージポートの設定, 169 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割の設定, 170 ページ

ダイレクトアタッチドストレージ
標準的なダイレクトアタッチドストレージ（DAS）システムは、データストレージデバイスで
構成されています（たとえば、ラックに設置された多数のハードディスクドライブがホストバ

スアダプタ（HBA）を介してコンピュータに直接接続されています）。これら 2つのポイント間
にはネットワークデバイス（スイッチやルータなど）がありません。

DAS接続に使用される主要なプロトコルは、ATA、SATA、eSATA、SCSI、SAS、USB、USB3.0、
IEEE 1394、およびファイバチャネルです。

Cisco UCS Managerでは、SANスイッチでゾーン分割設定をプッシュしなくても DASを使用でき
ます。

<<<UCS 2.1以降を使用する DASのイラスト>>>

ここで説明されている DASの構成では、ストレージアレイポートとファブリックインターコネ
クトの間に物理ケーブルが接続済みであることが想定されています。
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ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプ

タ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファ
イバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに直接接
続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップストリー
ムMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）
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ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerにより自動的にロ
グアウトとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ構成では、Cisco
UCS Managerは Cisco UCS Managerリリース 3.1(1)以前で、両方のファブリックインターコネ
クトを同時に再起動します。Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)では、ファイバチャネルス
イッチングモードを変更すると、UCSファブリックインターコネクトが順番にリロードしま
す。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)では、スイッチングモードを変更した結果として、従
属ファブリックインターコネクトが初めて再起動されます。プライマリファブリックイン

ターコネクトは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。プライマリファブ
リックインターコネクトでファイバチャネルスイッチングモードの変更が完了し、システム

で使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要

ファブリックインターコネクトがリロードすると、約 10～ 15分のダウンタイムがシステム
全体で発生します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Fibre Channel Switching Mode]

• [Set Fibre Channel End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。
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ストレージ VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage
Cloud] > [VSANs]ノード

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なVSANの場合は、[StorageCloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード

ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VSANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

CiscoUCSManagerがCiscoUCSドメインに対してファイバチャ
ネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプショ

ンボタンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネ
ルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネルゾー

ン分割は、Cisco UCSドメインに対して実行されません。
Cisco UCSManagerはファイバチャネルゾーン分割を設定
しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Managerは Cisco UCSドメインに対
してファイバチャネルゾーン分割を設定し、制御します。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにする場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用されているVSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド
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説明名前

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079
は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使
用する場合は、3840～ 4079も予約済みのVSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS
Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されま
す。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定す
る必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEスト
レージポートのネイティブVLANは、デフォルトでVLAN
4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグ
レード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合
は、使用または予約されていない VLAN IDに変更する必
要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更する
ことを検討します（その VLAN IDが使用されていない場
合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォル
ト VSAN用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージポートネイティブVLAN
は VLAN 4049を使用します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの
FIP対応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE VLAN
IDのネイティブ VLANではないネームド VLANを使ってネー
ムドVSANを設定する必要があります。この設定により、FCoE
トラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるようにな

ります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定
このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。そのポートの [General]
タブから FCストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了する
必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外付けファ

ステッ

プ 1   
イバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離し
てください。

この機能は現在、Cisco UCS
ManagerGUIでは使用できません。

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバチャネルス
イッチによって管理されたゾーンが含まれる場合は、

ステッ

プ 2   
このステップは、Cisco UCSこれらのゾーンを削除するために、影響を受けたす

Manager CLIで実行する必要があ
ります。

べての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allclear-unmanaged-fc-zone-all
コマンドを実行します。

エンドホストモードではファイバ

チャネルゾーン分割を設定できま

ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステッ

プ 3   
せん。ファイバチャネルスイッチ

ングモードの設定,（165ページ）
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットポートの FCoEスト
レージポートとしての設定, （20

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要

なファイバチャネルと FCoEストレージポートを設
定します。

ステッ

プ 4   
ページ）およびファイバチャネル

ストレージポートの設定, （20
ページ）を参照してください。

クラスタ設定では、SAN Uplinks
Managerのファイバチャネルゾー

1つ以上の VSANを作成し、ファイバチャネルゾー
ンのトラフィック転送に必要なすべての VSANで、
ファイバチャネルのゾーン分割を有効にします。

ステッ

プ 5   
ンに組み込んで、共通/ブローバル
設定を使用して両方のファブリッ

クインターコネクトにアクセスで

きるようにVSANを作成すること
をお勧めします。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（41ページ）を参照してくださ
い。

必要に応じて、この手順を実行し

てサービスプロファイルにファイ

1つ以上のファイバチャネルストレージ接続ポリシー
を作成します。

ステッ

プ 6   
バチャネルゾーン分割を設定する

ことができます。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（41ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手

順を完了します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信する必要がある

サーバに対してサービスプロファイルまたはサービ

ステッ

プ 7   
スプロファイルテンプレートにゾーン分割を設定し

ます。
• vHBAに割り当てられた
VSAN（複数の場合あり）の
ゾーン分割を有効にします。

参照先ファイバチャネル

ゾーン分割用の VSANの作
成, （41ページ）

• 1つ以上の vHBAイニシエー
タグループを設定します。

[Expert]ウィザードを使用し
たサービスプロファイルの作

成,（174ページ）を参照して
ください。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Storage Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドを入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Zoning Type]フィールドで、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerはファイバチャネルゾーン分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポートの組み合わ
せごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーン
の数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾーン分割を設定

することをお勧めします。
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• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、vHBAごとに 1つゾーンを自動作成
します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場

合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 7 [FC Target Endpoints]テーブルで、テーブルの右側にあるアイコンバーで [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 8 [Create FC Target Endpoint]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリッ
クします。

説明名前

ファイバチャネルまたは FCoEストレージアレイ上の物理ター
ゲットポートに割り当てられたWWPN（WWN）です。サーバ
は、このWWPN（WWN）を使用して、ストレージアレイに設
定された LUNにアクセスします。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントの説明。ターゲットエンドポイント

が接続するポート、LUN、またはストレージアレイに関する情
報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用するファブリックイ

ンターコネクト。

[Path]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用する VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成するまでこの手順を繰り返し行

います。

ステップ 9 ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成したら、[OK]をクリックしま
す。
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[Expert] ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定し

て、[Next]をクリックします。
このサービスプロファイルに任意で説明を指定できます。UUIDが使用できない場合、このパネ
ルから UUID接尾辞プールを作成することもできます。

サービスプロファイルを素早く作成する場合は、名前を指定した後で [Finish]をクリッ
クします。Cisco UCS Managerは、指定された名前とすべてのデフォルト値を使用して
新しいサービスプロファイルを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNICConnection Policy]と [LANConnectivity]のセクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[VSAN]など）を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。
このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を選択して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストから [Server Assignment]を指定し、
割り当てに適用する電源状態を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。
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ステップ 13 （任意）[Operational Policies]パネルでシステム動作情報（[BIOS Configuration]、[External IPMI
Management Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power
Control Policy Configuration]、[Scrub Policy]など）を指定して、[Finish]をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアッ
プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]をします。
ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManager
は、このプールからサービスプロファイルにサーバを割り当てます。

ステップ 7に進みます。

サーバプール

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプロ

ファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 7に進みます。

[Server]

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。
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a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[Restrict Migration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、Cisco UCS Managerは、既存のサーバプロファイルを移行する前に新し
いサーバに対する互換性チェックを行いません。両方のハードウェアが似ていない場合、関連付

けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルゾーン分割設定の確認

ゾーン設定およびゾーンセットのアクティブ化が正しく機能することを確認します。

手順

目的コマンドまたはア

クション

[Navigation]ペイン
の [Servers]タブを
クリックします。

ステッ

プ 1   

[Servers]タブの
[Servers] > [Service

ステッ

プ 2   
Profiles]を展開しま
す。

以前に作成した

サービスプロファ

ステッ

プ 3   
イルに移動してク

リックします。

以下を確認します。右側のペインで

[FC Zones]タブを
クリックします。

ステッ

プ 4   •イニシエータおよびターゲットのWWPNが同じゾーンにあり
ます。

•ゾーンの [Admin State]が [Applied]になっています。

• [Oper State]が [Active]になっています。

UCS Managerはゾーン名を自動的に作成します。ゾーンの
命名規則は
ClusterName_FabricID_ZoneID_ServiceProfileName_InitiatorName
です。

（注）
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目的コマンドまたはア

クション

ファイバチャネルゾーン分割設定のトラブルシューティング

サービスプロファイルを作成しても、[FC Zones]タブにゾーンが表示されない場合は、このトラ
ブルシューティングチェックリストを使用してください。

•対象の VSANでゾーン分割がイネーブルになっていますか。

•サービスプロファイルは関連付けられていますか。

ゾーンは、サービスプロファイルがサーバに関連付けられている場合にのみ作成されます。

• vHBAイニシエータグループで正しいストレージ接続ポリシーが選択されていますか。

•正しい vHBAが正しい vHBAイニシエータグループに追加されていますか。

• vHBAで正しい VSANが選択されていますか。

•ストレージ接続ポリシーで正しい VSANおよびファブリックが選択されていますか。
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第 14 章

ストレージインベントリ

• ローカルディスクロケータ LEDのステータス, 179 ページ

• ローカルディスクロケータ LEDのオンとオフの切り替え, 179 ページ

• NVMe PCIe SSDインベントリ, 180 ページ

• NVMe PCIe SSDストレージインベントリの表示, 180 ページ

ローカルディスクロケータ LED のステータス
ローカルディスクロケータ LEDは、ローカルディスクを挿入するスロットにあり、特定のディ
スクがブレードサーバまたはラックサーバに挿入されている場所を識別します。サーバ内の多数

のディスクの中からメンテナンスのために特定のディスクを削除する必要がある場合に、ロケー

タ LEDが役立ちます。

次の場合に、ローカルディスクロケータ LEDを正常にオンまたはオフにできます。

•サーバの電源がオンになっている。サーバの電源がオフになっているときに、ロケータLED
をオンまたはオフにしようとすると、UCS Managerはエラーを生成します。

• CIMCバージョンが UCS Manager 3.1以降。

• RAIDコントローラがアウトオブバンド（OOB）ストレージインターフェイスをサポートす
る。

ローカルディスクロケータ LED のオンとオフの切り替え
はじめる前に

オンとオフ
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•ディスクが配置されているサーバの電源がオンになっていることを確認します。サーバの電
源がオフの場合、ローカルディスクロケータ LEDをオンまたはオフにすることはできませ
ん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]を展開します。
ステップ 3 [Work]領域で、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブを順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 4 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Turn on Locator LED]または [Turn off Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が、[Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

NVMe PCIe SSD インベントリ
CiscoUCSManagerGUIは、Non-VolatileMemory Express（NVMe）Peripheral Component Interconnect
Express（PCIe）SSDストレージデバイスのインベントリを検出、識別、および表示します。サー
バ内のストレージデバイスの状態を表示できます。NVMe対応PCIeSSDストレージデバイスは、
SASまたは SATAの SSDと比較して、遅延を短縮し、1秒あたりの入出力操作数（IOPS）を増加
させ、電力消費を削減できます。

NVMe PCIe SSD ストレージインベントリの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [Storage]タブをクリックします。
[Storage Controller NVME ID number]という名前の NVMe PCIe SSDストレージデバイスの一覧
が表示されます。名前、サイズ、シリアル番号、動作ステータス、状態、その他の詳細が表示

されます。

b) NVMe PCIe SSDストレージデバイスをクリックします。
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次のインベントリ詳細が表示されます。

説明名前

サーバで設定されている

NVMePCIeSSDストレージデ
バイス。

ID

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスのモデル。

モデル

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスのリビジョン。

リビジョン

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスが RAID対応かどう
か。

RAID Support

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスがアウトオブバンド管

理をサポートしているかどう

か。

OOB Interface Support

仮想インターフェイスカード

（VIC）上の NVMe PCIe SSD
ストレージデバイス。

NVMeカードのホッ
ト挿入時に PCIeア
ドレスは表示されま

せん。この情報を表

示するには、サーバ

を再認識させます。

（注）

PCIe Address

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスに含まれているディス

ク数。

Number of Local Disks

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスには適用されません。

Rebuild Rate

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスを製造したベンダー。

ベンダー
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説明名前

NVMePCIeSSDストレージデ
バイスの製品 ID（製品名、モ
デル名、製品番号とも呼ばれ

ます）。

PID

ストレージデバイスのシリア

ル番号。

シリアル（Serial）
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第 15 章

Cisco UCS S3260 システムストレージ管理

• ストレージサーバ機能およびコンポーネントの概要, 183 ページ

• Cisco UCS S3260ストレージ管理操作, 192 ページ

• 高可用性のためのディスクの共有, 193 ページ

• ストレージエンクロージャ操作, 199 ページ

ストレージサーバ機能およびコンポーネントの概要

ストレージサーバ機能

次の表に、Cisco UCS S3260 システムの機能の概要を示します。

表 3：Cisco UCS S3260 システムの機能

説明機能

4ラックユニット（4RU）シャーシシャーシ

• Cisco UCS S3260 M3サーバノード：各
サーバノード内の 2つの IntelXeonE5-2600
v2シリーズプロセッサ。

• Cisco UCS S3260 M4サーバノード：各
サーバノード内の 2つの IntelXeonE5-2600
v4シリーズプロセッサ。

プロセッサ

各サーバノード内で最大 16個の DIMM。メモリ

このシステムは、マルチビットエラー保護をサ

ポートします。

マルチビットエラー保護
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説明機能

システムには次のストレージオプションがあり

ます。

•最大 56台のトップローディング 3.5イン
チドライブ

•オプションのドライブエクスパンダモ
ジュール内に最大 4台の 3.5インチ、リア
ローディングドライブ

•最大 4台の 2.5インチ、リアローディング
SASソリッドステートドライブ（SSD）

•サーバノード内部の 1台の 2.5インチ
NVMeドライブ

これが適用されるのは、CX360
M4サーバのみです。

（注）

ストレージ

このシステムは、最大2台のストレージコント
ローラをサポートしています。

•各サーバノード内に Ciscoストレージコ
ントローラカード用の専用メザニン形式

ソケット 1基

ディスク管理

supercap電源モジュール（SCPM）は、RAIDコ
ントローラカードにマウントされます。

RAIDバックアップ

オプションの I/Oエクスパンダは、8xGen3PCIe
拡張スロットを 2つ提供します。

PCIe I/O

システムには、システム I/Oコントローラ
（SIOC）を1つまたは2つ搭載できます。それ
により、背面パネル管理とデータ接続が可能に

なります。

• SIOCごとに 2つの SFP+ 40 Gbポート

• SIOCごとに 1つの 10/100/1000イーサネッ
ト専用管理ポート

サーバノードごとに、KVMケーブルで 2つの
USBを接続できる 1つの背面パネル KVMコネ
クタ、1つのVGADB-15コネクタ、1つのシリ
アル DB-9コネクタがあります。

ネットワークおよび管理 I/O
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説明機能

2台または 4台の電源装置、各 1050W（ホット
スワップ可能で 2+2冗長）。

電源

前面から背面に冷却を引き出す 4つの内蔵ファ
ンモジュール、ホットスワップ可能。各ファン

モジュールには 2つのファンが内蔵されていま
す。

さらに、各電源にはファンが 1個あります。

冷却

前面パネルの機能

次の図に、Cisco UCS S3260 システムの前面パネルの機能を示します。

図 3：前面パネルの機能

温度ステータス LED6操作パネル1

電源装置ステータス LED7システム電源ボタ

ン/LED
2

ネットワークリンクアク

ティビティ LED
8システムユニット

識別ボタン/LED
3

引き出し型の資産タグ（前

面ベゼルの下に表示されな

い）

9システムステータ

ス LED
4
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内蔵ドライブのステータス
LED

10ファンステータス
LED

5

背面パネルの機能

次の図に、Cisco UCS S3260 システムの背面パネルの機能を示します。

図 4：前面パネルの機能

ディスクスロット

現時点ではサポートされて

いません。

8サーバベイ 1

•（オプショ
ン）I/Oエク
スパンダ

（図を参

照）（Cisco
UCS S3260
M4サーバ
ノードのみ

に搭載）

•（オプショ
ン）サーバ

ノード

•（オプショ
ン）ドライ

ブ拡張モ

ジュール

1
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現時点ではサポートされて

いません。

9サーバベイ 2

•（オプショ
ン）サーバ

ノード（図

の Cisco UCS
S3260 M4）
（オプショ

ン）ドライ

ブ拡張モ

ジュール

2

ソリッドステートドライブ

ベイ（最大で 4つの 2.5イ
ンチ SAS SSD）

•ベイ 1および 2の SSD
には、サーバベイ 1の
サーバノードが必要で

す

•ベイ 3および 4の SSD
には、サーバベイ 2の
サーバノードが必要で

す

10システム I/Oコン
トローラ（SIOC）

•サーバベイ
1にサーバ
ノードがあ

る場合は

SIOC 1が必
要

•サーバベイ
2にサーバ
ノードがあ

る場合は

SIOC 2が必
要です

3

Cisco UCS S3260 M4サーバ
ノードのラベル（M4
SVRN）

このラベルは、
Cisco UCS S3260
M4サーバノード
を識別します。
Cisco UCS S3260
M3サーバノード
にはラベルがあり

ません。

（注）

11電源装置（4、2+2
として冗長）

4
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KVMコンソールコネクタ
（サーバノードごとに 1
つ）

USB 2個、VGA 1個、シリ
アルコネクタ 1個を装備し
た KVMケーブルで使用

1240Gb SFP+ポート
（SIOCごとに 2
つ）

5

サーバノードのユニット識

別ボタン/LED
13Chassis

Management
Controller（CMS）
のデバッグファー

ムウェアユーティ

リティポート

（SIOCごとに 1
つ）

6

サーバノードの電源ボタン1410/100/1000専用管
理ポート、RJ-45
コネクタ（SIOC
ごとに 1つ）

7

サーバノードのリセットボ

タン（サーバノードのチッ

プセットをリセット）

15

ストレージサーバコンポーネント

サーバノード

Cisco UCS S3260 システムは、1つまたは 2つのノードから構成されています。各ノードには 2つ
のCPU、128 GB、256 GB、または 512 GBのDIMMメモリ、最大 4 GBのキャッシュのRAIDカー
ドまたはパススルーコントローラが備わっています。サーバノードは次のいずれかです。

• Cisco UCS S3260 M3サーバノード

• CiscoUCSS3260 M4サーバノード：このノードに、サーバノードの上部に接続するオプショ
ンの I/Oエクスパンダが含まれる場合があります。

ディスクスロット

Cisco UCS S3260シャーシのHDDマザーボードに 14ディスクスロットが 4行と、HDD拡張トレ
イに追加の 4ディスクスロットがあります。次の図は、上面からアクセス可能でホットスワップ
可能な 56台の 3.5インチの 6 TBまたは 4 TB 7200 rpm NL-SAS HDDドライブのディスクの配置を
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示しています。ディスクスロットに 2つの SASポートがあり、それぞれがシャーシの SASエク
スパンダに接続されます。

図 5：Cisco UCS S3260 上面図

次の図は、HDD拡張トレイに 4つの追加ディスクスロットを備えたCisco UCS S3260シャーシを
示しています。

図 6：HDD 拡張トレイを搭載した Cisco UCS 3260（背面図）

2つのサーバノードと 2つの SIOCがある場合、次の機能を使用できます。

1 上のサーバノードは左の SIOC（サーバスロット 1、SIOC1）を使用します。

2 下のサーバは右の SIOC（サーバスロット 2、SIOC2）を使用します。

2つの SIOCを搭載した 1つのサーバノードがある場合、Server SIOC Connectivity機能を有効にで
きます。リリース 3.1(3)から、Cisco UCS S3260 システムでは Server SIOC Connectivity機能がサ
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ポートされています。シャーシに単一サーバとデュアル SIOCが装着されている場合、この機能
を使用して、プライマリ SIOCおよび補助 SIOCの両方を経由するデータパスを設定できます。

SASエクスパンダ

Cisco UCS S3260 システムには、冗長モードで実行し、シャーシレベルのディスクをサーバのス
トレージコントローラに接続する 2つの SASエクスパンダがあります。SASエクスパンダは、ス
トレージコントローラの間に 2つのパスを提供するため、可用性が向上します。それらには、次
の利点があります。

•ハードドライブのプールを管理します。

•サーバのストレージコントローラへのハードドライブのディスクのゾーン設定。

次の表に、各 SASエクスパンダのポートの、導入の種類に基づくディスクへの接続方法について
示します。

接続ポート範囲

上面からアクセス可能なディスク1～ 56

HDD拡張トレイのディスク。57～ 60

ストレージコントローラと SASエクスパンダ間の SASのアップリンクの数は、サーバに搭載
されているコントローラのタイプによって異なることがあります。

（注）

ストレージエンクロージャ

Cisco UCS S3260 には、次のタイプのストレージエンクロージャが備わっています。

シャーシレベルのストレージエンクロージャ

• HDD motherboard enclosure：シャーシの 56のデュアルポートディスクスロットは、
HDDマザーボードエンクロージャで構成されています。

• HDD拡張トレイ：Cisco UCS S3260 システムに追加された 4つのデュアルディスクス
ロットで HDD拡張トレイを構成しています。

HDD拡張トレイは現場交換可能ユニット（FRU）です。ディスクは挿入時は
未割り当てのままであり、ストレージコントローラに割り当てることができ

ます。ディスクゾーン分割の実行方法の詳細については、次を参照してくだ

さい。ディスクゾーン分割ポリシー, （193ページ）

（注）
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サーバレベルのストレージエンクロージャ

サーバレベルのストレージエンクロージャは、サーバに事前に割り当てられた専用のエン

クロージャです。次のいずれかになります。

•背面ブート SSDエンクロージャ：このエンクロージャには、Cisco UCS S3260 システ
ムの背面パネル上の 2つの 2.5インチディスクスロットが含まれています。各サーバ
は 2つの専用ディスクスロットを備えています。これらのディスクスロットは SATA
SSDをサポートします。

• Server board NVMe enclosure：このエンクロージャには 1つの PCIe NVMeコントローラ
が搭載されています。

Cisco UCS S3260 システムでは、上記 2種類のエンクロージャに物理
的にディスクが存在することができても、ホスト OSからは、すべて
のディスクが SCSIエンクロージャの一部として見なされます。これ
らは単一 SESエンクロージャとして動作するように設定された SAS
エクスパンダに接続されます。

（注）

ストレージコントローラ

メザニンストレージコントローラ

次の表に、さまざまなストレージコントローラのタイプ、ファームウェアのタイプ、モー

ド、共有および OOBサポートを示します。

表 4：

OOB サポート共有モードファームウェア

のタイプ

ストレージコン

トローラのタイ

プ

対応非対応HW RAID、
JBOD

メガ RAIDUCSC-S3X60-R1GB

対応非対応HW RAID、
JBOD

メガ RAIDUCS-C3K-M4RAID

対応対応パススルーイニシエータ

ターゲット

UCSC-S3X60-HBA
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その他のストレージコントローラ

SW RAIDコントローラ：Cisco UCS S3260 システム内のサーバは、SW RAIDコントローラ
に接続している PCIeライザーに組み込まれた、2つの専用内部 SSDをサポートします。こ
のコントローラは、Cisco C3000 M3サーバでサポートされます。

NVMeコントローラ：Cisco UCS S3260 システム内のサーバによって、NVMeディスクのイ
ンベントリとファームウェアアップデートにこのコントローラが使用されます。

さまざまなサーバノードでサポートされているストレージコントローラに関する詳細は、

関連するサービスノートを参照してください。

• CiscoUCS S3260ストレージサーバサービスノート用CiscoUCSC3X60M3サーバノー
ド

• CiscoUCS S3260ストレージサーバサービスノート用CiscoUCSC3X60M4サーバノー
ド

Cisco UCS S3260 ストレージ管理操作
次の表に、Cisco UCSManager統合 Cisco UCS S3260 システムで、実行できるさまざまなストレー
ジ管理操作を示します。

次を参照してください。説明動作

このガイドの「ディスクゾーン分割ポリ

シー」セクション。

Cisco UCS S3260 システム
の SASエクスパンダは、
ドライブのプールをシャー

シレベルで管理できま

す。高可用性のためにディ

スクを共有するには、次の

手順を実行してください。

1 ディスクゾーン分割ポ

リシーを作成します。

2 ディスクのスロットを

作成し、所有権を割り

当てます。

3 シャーシプロファイル

にディスクを関連付け

ます。

高可用性のためのディスク

の共有
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次を参照してください。説明動作

『Cisco UCSManager StorageManagement
Guide, Release 3.1(2)』の「ストレージプ
ロファイル」セクション。

Cisco UCS S3260 システム
でストレージディスクの

定義、ディスクの割り当

て、および管理を行うに

は、Cisco UCS Managerの
ストレージプロファイル

とディスクグループポリ

シーを利用できます。

ストレージプロファイ

ル、ディスクグループお

よびディスクグループ設

定ポリシー

このガイドの「シャーシレベルのスト

レージエンクロージャの削除」セクショ

ン。

サーバで、HDD拡張トレ
イを交換するか、以前に挿

入したトレイを取り外しま

す。

ストレージエンクロー

ジャ操作

高可用性のためのディスクの共有

ディスクゾーン分割ポリシー

ディスクゾーン分割を使用してサーバノードにドライブを割り当てることができます。ディスク

ゾーン分割は、同一サーバのコントローラまたは異なるサーバのコントローラで実行することが

できます。ディスクの所有権は次のいずれかになります。

未割り当て

未割り当てのディスクとは、サーバノードに表示されていないものを指します。

専用

専用ディスクとは、コントローラのみに割り当てられるものを指します。

ディスクは割り当てられたコントローラにのみ表示されます。（注）

共有

共有ディスクとは、複数のコントローラに割り当てられるものを指します。これらは、サー

バがクラスタ構成で動作し、各サーバにHBAモードのストレージコントローラがある場合
に絞って使用されます。
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ディスクの移行と孤立した LUNの要求：サーバ（サーバ 1）へゾーン分割されたディスクを
別のサーバ（サーバ2）に移行するには、仮想ドライブ（LUN）を転送準備完了としてマーク
するか、仮想ドライブを非表示にする処理を実行します。次に、そのディスクに割り当てる

ディスクゾーン分割ポリシーを変更できます。仮想ドライブ管理の詳細については、『Cisco
UCS Manager Storage Management Guide』の「Disk Groups and Disk Configuration Policies」のセ
クションを参照してください。

重要

ディスクゾーン分割ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]をクリックします。
ステップ 2 [Policies] > [root]の順に展開します。
ステップ 3 [Disk Zoning Policies]を右クリックし、[Create Disk Zoning Policy]を選択します。
ステップ 4 [Create Disk Zoning Policy]ダイアログボックスで、次を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、スロット番号、所有権、

割り当てられたサーバ、割り当てられたコントローラとコント

ローラのタイプなどのディスクに関するすべての設定関連情報

を維持します。

デフォルトでは、[Preserve Config]チェックボックス
はオフになっています。

（注）

[Preserve Config]チェックボッ
クス
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[Disk Zoning Information]領域で、次を入力します。

フィールド名前

ディスクスロットの名前。[Name]カラム

ディスクのスロット番号。[Slot Number]カラム

スロットの所有権の値。次のいずれかになりま

す。

• Unassigned

• Dedicated

• Shared

デュアルHBAコントローラを使
用する場合は、特定の条件下で

は共有モードを使用できません。

デュアルHBAコントローラの共
有モードの条件を確認するには、

表 5：デュアル HBAコントロー
ラの共有モードの制約事項, （
195ページ）を参照してくださ
い。

（注）

•シャーシのグローバルホットスペア

[Ownership]カラム

ディスクが割り当てられているサーバの ID。[Assigned to Server]列

ディスクが割り当てられているコントローラの

ID。
[Assigned to Controller]列

コントローラのタイプ。ディスクが専用または

共有のいずれでも、コントローラタイプは常に

SASです。

[Controller Type]列

表 5：デュアル HBA コントローラの共有モードの制約事項

共有モードのサポートコントローラHDD トレイサーバ

未サポートデュアル HBA非対応Cisco UCS S3260

未サポートデュアル HBAHDDトレイCisco UCS S3260

未サポートデュアル HBAHDDトレイ事前プロビジョニング
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ディスクスロットの作成と所有権の割り当て

ディスクゾーン分割ポリシーの作成後、ディスクスロットを作成し、所有権を割り当てる必要が

あります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]をクリックします。
ステップ 2 [Policies] > [root] > [Disk Zoning Policies]の順に展開して、ディスクスロットを追加するディスク

ゾーン分割ポリシーを選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Actions]の下の [Add Slots to Policy]をクリックします。
ステップ 4 [Add Slots to Policy]ダイアログボックスで、次のように入力します。

説明名前

ディスクスロットの所有権。次のいずれかになります。

• Unassigned：このオプションは、デフォルトで選択されま
す。 [Slot Range]フィールドにスロット番号を設定できま
す。

• Dedicated：このオプションを選択すると、[Server]、
[Controller]、およびディスクスロットの [Slot Range]の値
を設定する必要があります。

• Shared：このオプションを選択すると、ディスクスロット
に対する、[SlotRange]と、割り当てられているサーバ、割
り当てられているコントローラ、コントローラのタイプな

どのコントローラ情報の値を設定する必要があります。

デュアルHBAコントローラを使用する場合は、
特定の条件下では共有モードを使用できません。

デュアルHBAコントローラの共有モードの条件
を確認するには、表5：デュアルHBAコントロー
ラの共有モードの制約事項, （195ページ）を参
照してください。

（注）

• Chassis Global Hot Spare：このオプションを選択すると、
ディスクスロットに対する [Slot Range]の値を設定する必
要があります。

[Ownership]チェックボックス

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 ストレージ管理ガイド
196

Cisco UCS S3260 システムストレージ管理
ディスクスロットの作成と所有権の割り当て



ステップ 5 [OK]をクリックします。

シャーシプロファイルへのディスクゾーン分割ポリシーの関連付け

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。

ステップ 2 [Chassis] > [Chassis Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 シャーシプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Chassis Profile]を選択します。
ステップ 5 [Identify Chassis Profile]ページで、シャーシプロファイルの名前を指定し、[Next]をクリックしま

す。

ステップ 6 （任意）[Maintenance Policy]ページで、メンテナンスポリシーの名前を指定して [Next]をクリッ
クします。

ステップ 7 [Chassis Assignment]ページで、[Chassis Assignment]の下の [Select existing Chassis]を選択し、この
シャーシプロファイルに関連付けるシャーシを選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Disk Zoning]ページで、このシャーシプロファイルに関連付けるディスクのゾーン分割に関する
ポリシーを指定します。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

ディスクの移行

1つのサーバから別のサーバへゾーン分割されているディスクを移行する前に、転送準備完了と
して仮想ドライブ（LUN）をマークするか、または仮想ドライブの非表示操作を実行する必要が
あります。これにより、サービスプロファイルからのすべての参照がディスクの移行前に削除さ

れたことを確認します。仮想ドライブの詳細については、『CiscoUCSManager StorageManagement
Guide, Release 3.1』の「仮想ドライブ」セクションを参照してください。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Equipment] > [Chassis] > [Servers]の順にクリックします。
ステップ 2 ディスクの移行を実行するサーバを選択します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。
ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。
ステップ 6 別のサーバに移行するための仮想ドライブを準備するストレージコントローラを選択します。

ステップ 7 移行するディスクを選択します。

ステップ 8 [Actions]領域で、次のいずれかを選択します。

説明名前

ディスクの名前を変更す

るには、このリンクをク

リックします。

Rename

ディスクを削除するに

は、このリンクをクリッ

クします。

Delete

1つのサーバから別の
サーバへ仮想ドライブを

安全に移行するには、こ

のリンクをクリックしま

す。

ディスクグルー

プのすべての仮

想ドライブは、

移行またはサー

バノードから割

り当て解除され

る前に、非表示

としてマークさ

れている必要が

あります。

（注）

Set Transportation Ready

仮想ドライブの状態の転

送準備完了をクリアする

には、このリンクをク

リックします。

ClearTransportation Ready
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説明名前

1つのサーバから別の
サーバへ仮想ドライブを

安全に移行するには、こ

のオプションをクリック

します。

ディスクグルー

プのすべての仮

想ドライブは、

移行またはサー

バノードから割

り当て解除され

る前に、非表示

としてマークさ

れている必要が

あります。

（注）

Hide Virtual Drive

仮想ドライブを表示して

入出力処理を有効にする

には、このリンクをク

リックします。

Unhide Virtual Drive

ストレージエンクロージャ操作

シャーシレベルのストレージエンクロージャの削除

物理的に取り外した後で、Cisco UCS Managerの HDD拡張トレイに対応するストレージエンク
ロージャを削除できます。サーバレベルまたは他のシャーシレベルのストレージエンクロージャ

は削除できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Chassis] > [Servers] > [Storage Enclosures]の順に展開します。
ステップ 3 削除するストレージエンクロージャを選択します。

ステップ 4 [Actions]領域で [Remove Enclosure]をクリックします。
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